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2026年度　学年暦及び行事予定表　【保健医療学部】
前　期

日 月 火 水 木 金 土 行 事日 保健医療学部 看護学科 リハビリ学科
 3 月

22 23 24 25 26 27 28
3月23日～4月5日
【1年次生】

在学生　履修登録期間 新2～4年次（履修登録）

４月 29 30 31 1 2 3 4
3日(金) 入学式

5 6 7 8 9 10 11
6日(月)
7日(火)

新入生学外研修
新入生ガイダンス（9時～）

12 13 14 15 16 17 18 【全年次生】
13日(月)～6月5日(金)
作業療法総合臨床実習Ⅰ（4年生）

19 20 21 22 23 24 25 4日(土) 健康診断 健康診断    3・4年次生 健康診断    4年次生

26 27 28 29 30 7日(火) 不開講／抽選決定→
不開講科目登録学生と抽選に漏れた学生の履修登録変更

8日(水) 前期授業開始
履修登録変更期間（～4/14まで）
教科書販売（～4/15まで）

18日(土) 健康診断 健康診断    1・2年次生 健康診断    1・2・3年次生
29日（水・祝）～5月6日（水・祝） 一斉休講

５月 1 2

3 4 5 6 7 8 9

10 11 12 13 14 15 16
 11日（月）～6月19日(金)
理学療法総合臨床実習Ⅰ（4年次生）

17 18 19 20 21 22 23 20日(水) 履修登録取消申請締切 

24 25 26 27 28 29 30

31

６月 1 2 3 4 5 6

7 8 9 10 11 12 13 6日（土）保証人懇談会（全学年）

14 15 16 17 18 19 20 8日（月）～7月31日（金）　統合看護実習（4年次生）

21 22 23 24 25 26 27
20日（土）保証人懇談会（全学年） 15日（月）～8月7日（金）

作業総合臨床実習Ⅱ（4年次生）

28 29 30
29日（月）～8月7日（金）
理学総合臨床実習Ⅱ（4年次生）

７月 1 2 3 4

5 6 7 8 9 10 11

12 13 14 15 16 17 18 20日（月・祝） 授業実施日

19 20 21 22 23 24 25 29日(水) 前期授業終了

26 27 28 29 30 31 30日（木）・31日（金） 補講期間 ～31日（金）統合看護実習（4年次生）

（ガイダンス）
26日（木）　午後　新2年次生
27日（金）　午前　新3年次生

午後　新4年次生
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日 月 火 水 木 金 土 行 事日 保健医療学部 看護学科 リハビリ学科
８月 1 8月3日（月）～8月7日（金） 前期定期試験

2 3 4 5 6 7 8 11日（火･祝）～16日（日） 夏期休業

9 10 11 12 13 14 15
17日（月）・18日（火） 前期追試験手続き

（集中講義）8月11日～13日キャリアディベロップメント

10日（月）～15日（土）
基礎看護学実習Ⅰ（1年次生）※15日学内実習

16 17 18 19 20 21 22
19日（水）
19日（水）～21日（金）

前期再試験対象者発表
前期再試験手続き

17日（月）〜21日（金）
基礎看護学実習Ⅰ（1年次生）※21日学内実習

23 24 25 26 27 28 29 24日（月）～28日（金） 前期追・再試験

30 31
8月31日（月）～3月12日(金)領域実習（3年次生）

９月 1 2 3 4 5 1日(火) 成績発表

6 7 8 9 10 11 12 8日（火）～14日（月） 履修登録期間

13 14 15 15日（火） (前期卒業式) 14日（月）2年次生専門科目授業開始

後    期
日 月 火 水 木 金 土 行 事日 行事内容 看護学科 リハビリ学科

９月
16 17 18 19 16日(水) ※16日　不開講／抽選決定

→不開講科目登録学生と抽選漏れ学生の履修登録変更

20 21 22 23 24 25 26
21日（月・祝）
21日(月・祝)～23日(水・祝)

後期授業開始（授業日）
授業実施日

27 28 29 30
履修登録変更期間（～9/25まで）
教科書販売最終日（～9/28）

10月 1 2 3

4 5 6 7 8 9 10
～16日（金）理学/作業療法評価実習（３年次生）

11 12 13 14 15 16 17 12日(月) 授業実施日 19日（月）3年次生専門科目授業開始

18 19 20 21 22 23 24 18日(日) 大学祭 ※19日（月）～23日（金）3年次生履修登録変更期間

25 26 27 28 29 30 31 23日(金) 履修登録取消申請締切 

11月
1 2 3 4 5 6 7

1日（日）
2日（月）

創立記念日
創立記念日の振替休日※ただし授業実施日

8 9 10 11 12 13 14 ３日(火・祝) 授業実施日

16 16 17 18 19 20 21

22 23 24 25 26 27 28 23日(月・祝) 授業実施日

29 30

7日（月）～ 11日（金）地域作業療法実習（2年次生）
7日（月）～ 10月16日（金）理学/作業療法評価実習（３年次生）
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日 月 火 水 木 金 土 行 事日 保健医療学部 看護学科 リハビリ学科
12月 1 2 3 4 5

4日（金）4年次生最終授業日 4日（金）4年次生最終授業日

6 7 8 9 10 11 12
7日（月）～11日（金）試験期間（4年次生） 7日（月）～11日（金）試験期間（4年次生）

13 14 15 16 17 18 19

20 21 22 23 24 25 26

27 28 29 30 31 26日（土）～１月5日（火） 冬期休業 15日または16日（水）～26日（土）基礎看護学実習Ⅱ(2年次生)　※  12
日、25日、26日学内実習

１月 1 2

3 4 5 6 7 8 9

10 11 12 13 14 15 16
15日（金）
16日（土）～17日（日）

大学入学共通テスト準備（全日休講・キャンパス入構禁止）
大学入学共通テスト（キャンパス入構禁止）

17 18 19 20 21 22 23
18日（木）
19日（火）～21日（木）

後期授業終了
補講期間

24 25 26 27 28 29 30 25日（月）～29日（金） 後期定期試験

31

２月
1 2 3 4 5 6

1日(月）2日（火） 後期追試験手続き
（集中講義）2月1日～3日キャリアディベロップメントⅡ
（3年次以上）

1日（月）～13日（土）基礎看護学実習Ⅱ(2年次生)　※2月1日、2月12、
13日学内実習

7 8 9 10 11 12 13
8日(月)
9日(火)･10日(水)･12日(金)

後期再試験対象者発表
後期再試験手続き
（集中講義）2月8日（月）～11日（木）行動の科学（3年次以上）

14 15 16 17 18 19 20 15日（月）～19日（金） 後期追・再試験
22日（月）～26日（金）理学療法見学実習Ⅰ
（1年次生）

21 22 23 24 25 26 27
19日（金）～3月5日（金）基礎看護学実習Ⅱ(2年次生)※2月19日、3月4
日、5日学内実習

22日（月）～3/5日（金）作業療法見学実習Ⅰ
（1年次生）

28
22日（月）～26日（金）または3/1（月）～3/5（金）
理学療法見学実習Ⅲ（2年次生）

３月 1 2 3 4 5 6 1日(月) 成績発表 1日（月）～5日（金）理学療法見学実習Ⅱ（1年次生）

7 8 9 10 11 12 13
～31日（金）　領域実習（3年次生） 9日　1,2年次生　成績発表

14 15 16 17 18 19 20 15日(月) 卒業証書・学位記授与式

21 22 23 24 25 26 27

28 29 30 31 25日(木)～ 在学生　履修登録 25日（木）　新2～4年次（各自履修登録）（ガイダンス）
25日（木）　午後　新2年次生
26日（金）　午前　新3年次生

午後　新4年次生

14日（月）再試験対象者発表（4年次生）
15日（火）16日（水）　追再手続き（4年次生）
17日（木）追再試験（4年次生）

14日（月）再試験対象者発表（4年次生）
15日（火）16日（水）　追再手続き（4年次生）
17日（木）追再試験（4年次生）
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日 月 火 水 木 金 土 備考

4/3 4/4

入学式

4/5 4/6 4/7 4/8 4/9 4/10 4/11

抽選科目
抽選日 ① ① ①

4/12 4/13 4/14 4/15 4/16 4/17 4/18

① ① ② ② ②

4/19 4/20 4/21 4/22 4/23 4/24 4/25

② ② ③ ③ ③

4/26 4/27 4/28 4/29 4/30

③ ③ - -

日 月 火 水 木 金 土 備考

5/1 5/2

- -

5/3 5/4 5/5 5/6 5/7 5/8 5/9

- - - - ④ ④

5/10 5/11 5/12 5/13 5/14 5/15 5/16

④ ④ ④ ⑤ ⑤

5/17 5/18 5/19 5/20 5/21 5/22 5/23

⑤ ⑤ ⑤ ⑥ ⑥

5/24 5/25 5/26 5/27 5/28 5/29 5/30

⑥ ⑥ ⑥ ⑦ ⑦

5/31

日 月 火 水 木 金 土 備考

6/1 6/2 6/3 6/4 6/5 6/6

⑦ ⑦ ⑦ ⑧ ⑧

6/7 6/8 6/9 6/10 6/11 6/12 6/13

⑧ ⑧ ⑧ ⑨ ⑨

6/14 6/15 6/16 6/17 6/18 6/19 6/20

⑨ ⑨ ⑨ ⑩ ⑩

6/21 6/22 6/23 6/24 6/25 6/26 6/27

⑩ ⑩ ⑩ ⑪ ⑪

6/28 6/29 6/30

⑪ ⑪

※①②のように数字が記載されているのが授業日です。

2026年度　授業スケジュール

【前期】授業スケジュール

4月

5月

6月
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2026年度　授業スケジュール

日 月 火 水 木 金 土 備考

7/1 7/2 7/3 7/4

⑪ ⑫ ⑫

7/5 7/6 7/7 7/8 7/9 7/10 7/11

⑫ ⑫ ⑫ ⑬ ⑬

7/12 7/13 7/14 7/15 7/16 7/17 7/18

⑬ ⑬ ⑬ ⑭ ⑭

7/19 7/20 7/21 7/22 7/23 7/24 7/25 7/20：授業実施日

⑭ ⑭ ⑭ ⑮ ⑮

7/26 7/27 7/28 7/29 7/30 7/31

⑮ ⑮ ⑮

日 月 火 水 木 金 土 備考

8/1

8/2 8/3 8/4 8/5 8/6 8/7 8/8

8/9 8/10 8/11 8/12 8/13 8/14 8/15

8/16 8/17 8/18 8/19 8/20 8/21 8/22

8/23 8/24 8/25 8/26 8/27 8/28 8/29

日 月 火 水 木 金 土 備考

8/30 8/31 9/1 9/2 9/3 9/4 9/5 8/31領域実習開始日（看護3年）

9/6 9/7 9/8 9/9 9/10 9/11 9/12 前期：9/15まで

日 月 火 水 木 金 土 備考

9/13 9/14 9/15 9/16 9/17 9/18 9/19 9/15：前期卒業式
抽選科目
抽選日

後期：9/16から
9/14開始（看護2年専門科目）

9/20 9/21 9/22 9/23 9/24 9/25 9/26 9/21、22、23：授業実施日

① ① ① ① ①

9/27 9/28 9/29 9/30

② ② ②

※①②のように数字が記載されているのが授業日です。

【前期】授業スケジュール

7月

補講期間

8月

前期試験

前期追再試験

9月

【後期】授業スケジュール

9月
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2026年度　授業スケジュール

日 月 火 水 木 金 土 備考

10/1 10/2 10/3

② ②

10/4 10/5 10/6 10/7 10/8 10/9 10/10

③ ③ ③ ③ ③

10/11 10/12 10/13 10/14 10/15 10/16 10/17 10/12：授業実施日

④ ④ ④ ④ ④

10/18 10/19 10/20 10/21 10/22 10/23 10/24 10/19開始（リハ3年専門科目）

⑤ ⑤ ⑤ ⑤ ⑤

10/25 10/26 10/27 10/28 10/29 10/30 10/31

⑥ ⑥ ⑥ ⑥ ⑥

日 月 火 水 木 金 土 備考

11/1 11/2 11/3 11/4 11/5 11/6 11/7 11/３：授業実施日

⑦ ⑦ ⑦ ⑦ ⑦

11/8 11/9 11/10 11/11 11/12 11/13 11/14

⑧ ⑧ ⑧ ⑧ ⑧

11/15 11/16 11/17 11/18 11/19 11/20 11/21

⑨ ⑨ ⑨ ⑨ ⑨

11/22 11/23 11/24 11/25 11/26 11/27 11/28 11/２３：授業実施日

⑩ ⑩ ⑩ ⑩ ⑩

11/29 11/30

⑪

日 月 火 水 木 金 土 備考

12/1 12/2 12/3 12/4 12/5

⑪ ⑪ ⑪ ⑪

12/6 12/7 12/8 12/9 12/10 12/11 12/12

⑫ ⑫ ⑫ ⑫ ⑫

12/13 12/14 12/15 12/16 12/17 12/18 12/19

⑬ ⑬ ⑬ ⑬ ⑬

12/20 12/21 12/22 12/23 12/24 12/25 12/26

⑭ ⑭ ⑭ ⑭ ⑭

12/27 12/28 12/29 12/30 12/31

※①②のように数字が記載されているのが授業日です。

12月

【後期】授業スケジュール

10月

11月
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2026年度　授業スケジュール

日 月 火 水 木 金 土 備考

1/1 1/2

1/3 1/4 1/5 1/6 1/7 1/8 1/9

⑮

1/10 1/11 1/12 1/13 1/14 1/15 1/16

- ⑮ ⑮ ⑮ 共通テスト準備 共通テスト

1/17 1/18 1/19 1/20 1/21 1/22 1/23

共通テスト ⑮

1/24 1/25 1/26 1/27 1/28 1/29 1/30

1/31

日 月 火 水 木 金 土 備考

2/1 2/2 2/3 2/4 2/5 2/6

2/7 2/8 2/9 2/10 2/11 2/12 2/13

2/14 2/15 2/16 2/17 2/18 2/19 2/20

2/21 2/22 2/23 2/24 2/25 2/26 2/27

日 月 火 水 木 金 土 備考

2/28 3/1 3/2 3/3 3/4 3/5 3/6

3/7 3/8 3/9 3/10 3/11 3/12 3/13

3/14 3/15 3/16 3/17 3/18 3/19 3/20

卒業式

3/21 3/22 3/23 3/24 3/25 3/26 3/27

3/28 3/29 3/30 3/31

※①②のように数字が記載されているのが授業日です。

3月

【後期】授業スケジュール

1月

補講期間

後期試験

2月

後期追再試験
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（4） 臨時休講、緊急時対応

下記のア～ウの場合は、臨時休講となります。各自で情報を的確に収集し、以下の定めに従って

行動してください。その際、大学への連絡は不要ですが、後日、教務課で必要な手続きをしてく

ださい。

ア.交通機関ストライキの場合

鉄道会社 対象になる路線 

近鉄 全線 

上記に示す交通機関がストライキを行った場合、次の時限が休講となります。 

①午前７時の時点で実施されている場合：午前の授業(１•２時限)を休講とする。

②午前１０時の時点で実施されている場合：午後の授業(３•４•５•６時限)を休講とする。

イ.気象警報が発表された場合

対象となる地域 対象となる気象警報の種類 

奈良県北西部又は大阪府 特別警報•暴風警報（大雨洪水警報は対象外） 

上記に示す警報が発令された場合、次の時限が休講となります。 

①午前７時の時点で発表されている場合：午前の授業(１•２時限)を休講とする。

②午前１０時の時点で発表されている場合：午後の授業(３•４•５•６時限)を休講とする。

※通学途中に、通学が危険かつ困難となった場合は、各自の判断で危険等を回避し、後に

教務課に届け出てください。 

ウ. 公共交通手段が計画運休を発表した場合

下記①あるいは②の場合、臨時休講となります。

①近鉄のけいはんな線、奈良線のいずれかで計画運休を実施する場合

②奈良・大阪・京都のJR、近鉄（京都線・大阪線・生駒線のいずれか）、南海、京阪、阪急、大阪市

高速電気軌道（OsakaMetro）のうち、4社以上が計画運休を実施する場合

（5） 出席・遅刻・早退・欠席について

◆出席

単位を修得するためには、履修登録した科目への毎時間の出席が必要です。

授業時間の 3 分の 2 以上（保健医療学部の実習は５分の４以上）の出席がない場合は、評価

の対象とならず、単位修得にあたっては再履修となります。

◆遅刻•早退

遅刻及び早退について、原則として、20分未満の場合は3分の1回の欠席扱いとし、20分以上

の場合は１回の欠席扱いとします。

◆欠席

次の(6)(7)のような、やむを得ない理由で授業を欠席する場合は、大学事務室（教務課、学生

支援センター、キャリアセンター）へ申し出て「公欠届」、「公欠願」及び「欠席届」の手続きを行っ

てください。授業における出欠の取り扱いは各科目の担当教員に委ねられます。
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（6） 公欠等の手続き

下表に従って手続きをしてください。 

なお、公欠届または公欠願は登学次第、速やかに提出し、許可を得て、当該授業科目担当教員に提

出してください。「公欠願」が認められるのは、1 科目につき、原則 3 回までです。 

  【公欠届】（注1） 

欠席理由 種類 必要書類等 手続先 

忌引 

〔父母(養父母を含む)•祖父母•実兄弟

または実姉妹〕 

公欠届 

（忌引） 

公的証明書(写し可)と印鑑 

・父母（養父母を含む） 3日以

内

•祖父母1日以内•実兄弟また

は実姉妹2日以内〕

教務課 

感染症 

（学校保健安全法施行規則第18条に規定） 
公欠届 

（感染症） 

学校感染症治癒証明書 

［書式は本学ホームページから

ダウンロード］ 

学生支援 
センター

交通機関の事故•ストライキ等 
公欠届 

（交通） 
遅延証明書等と印鑑 教務課 

災害等 
公欠届 

（災害等） 

官公庁による被災証明書と

印鑑 
教務課 

実習 
公欠届 

（実習関係） 
印鑑 教務課 

単位互換協定大学等の試験 
公欠届 

（単位互換） 
印鑑 教務課 

国または都道府県を代表して、諸行事に参加 
公欠届 

（特別） 
印鑑 教務課 

警報発表に基づく欠席 公欠届 
通学証明書•遅延証明書等

と印鑑 
教務課 

【公欠願】（注1） 

本学課外活動において学長が認めた 

公式試合及び行事等に参加(注１) 
公欠願 

事前に学生支援センターに

届け出ておくこと 

(同好会は対象外) 

学生支援 
センター 

本学が認めるボランティア活動に参加 

(注2) 
公欠願 印鑑 

学生支援 
センター 

就職試験等を受験 
公欠願 

(注3) 

企業が発行した就職試験

を証明するもの 

キャリア 
センター 

【欠席届】 

病気•怪我等による1週間以上の長期欠席 欠席届 医師の診断書と印鑑 教務課 

(注１) 手続きの最終期限は、当該科目実施期における定期試験期間開始日の前日（土日祝を

除く）16時30分とし、この期日を過ぎた場合は認めない（最終授業に関する手続きは、その期

日までの申し出で書類提出を猶予する）。 

(注2)実習期間中の公欠願は認めません。 

(注3)保健医療学部は就職試験欠席配慮届 
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【追試験対象事由】 

欠 席 理 由 証 明 書 備考 

疾病等（病気•怪我等） 医師の診断書 
自身が病気、怪我等で入院•加療が必要な場

合に限ります。 

忌引 公的証明書（写し可)と印鑑 

父母（養父母を含む）3日以内 

祖父母1日以内 

実兄弟姉妹2日以内 

法事による欠席は認めません。 

就職試験等を受験 
企業等が発行した就職試

験受験を証明するもの 
会社訪問、セミナー、研修等は認めません。 

交通障害 遅延証明書•事故証明書 

20分以内の遅延は認めません。 

バイク、マイカー使用に起因する交通事故及び

交通渋滞による遅刻は認めません。 

災害 

(地震•台風•火災•水害等) 
官公庁による被災証明書 

本人又は家族の居住地が被災した場合に限

ります。 

その他（本人の不注意によら

ない理由であること） 
公的な証明書 

事前に判明している場合は、教務課に問い合

わせてください。 

資格試験等は認められません。 

◆再試験
再試験は、成績評価に該当する試験を受験して、合格点に達していない学生に対してのみ実施するこ

とがあります。再試験の機会設定の有無は、科目担当教員が決定します。

・目的

成績評価に該当する試験を受験し、その成績が不可となった科目について、定期試験期間後に

実施する試験のことをいいます。 

・再試験を許可される科目

成績評価に該当する試験を受験し、その成績が不可となった科目で、当該科目に再試験が

設定されており、かつ、担当教員が受験を認めた科目。 

再試験前には、補習が行なわれることがあります。 

・受験手続き

①受験希望者は期日内に証明書発行機にて「再試験願申請書」を発行し、教務課に提出してく

ださい。 

②再試験料は１科目1,000円です。

③再試験時間割はActive Academyにより発表します。
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5. 他大学等で修得した単位の認定について

本学に入学する前に他の大学・短期大学および高等専門学校の専攻科で修得した単位の

うち、本学で開講している授業科目と内容が同等であるものについて、本学において修

得した単位として認定しています。

単位が認定された科目は、60単位を上限として卒業要件等に算入することができます。ただ

し、成績評価は通常の「秀」「優」「良」「可」ではなく、「認定」となります。

入学前修得単位認定の申請期日は、入学年度の4月22日です。手続きの詳細は、教務

課に問い合わせてください。

申請に必要な書類 

１）既修得単位認定申請書（教務課窓口に所定の様式があります）

２）在籍していた他大学等の成績証明書

３）認定を受けようとする授業科目の講義概要（シラバス）の写し

6. 卒業の要件

卒業するためには次の要件を満たす必要があります。

・休学期間を除き４年以上の在学期間があること。

・履修規定に定められた卒業に必要な科目を履修し単位を修得していること。

※卒業に必要な科目及び単位数については、各学科「履修の手引」の該当

ページを参照してください。

学科•専攻 入学年度 ページ 

人間教育学科 
人間教育学専攻 20２０年度～ 

中等（数学•音楽）専攻 20２０年度～ 

看護学科 
20２０年度～ 

2022年度～ 

リハビリテーション学科
20１９年度～ 

2023年度～ P 

※各自、対象項目の掲載ページを記入すること

３９
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(1)

(2)

(1)
(2)
(3)
(4)
(5)
(6)

(7)

(8)

(1)

(2)

(3)

(4)

(5)

(6)

制定 令和4年 4月 1日 

最近改定 
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2 0 2 6 年度　入学生

リハビリテーション学科

理学療法学専攻
作業療法学専攻
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　　（総　　則）
第１条　本学学則第 13条第３項の規定に基づき、保健医療学部リハビリテーション学科（以下「本学科」）
の教育課程及び授業科目の履修については、この規程の定めるところによる。

　　（卒業資格）
第２条　本学科を卒業するためには、４年以上在学し、128単位以上を修得しなければならない。

　　（授業科目の区分）
第３条　授業科目は、これを共通教育科目、専門基礎科目及び専門科目に区分する。
２　共通教育科目は、これを基礎教養科目群、共生教養科目群、奈良・国際科目群、情報教養科目群、キャ
リア形成科目群及び、導入基礎科目群に区分する。
３　専門基礎科目は、これを人体の構造と機能及び心身の発達科目群、疾病と障害の成り立ち及び回復過程
の促進科目群、保健医療福祉とリハビリテーション科目群に区分する。
４　専門科目は、これを以下のように区分する。
　〈理学療法学専攻〉�両専攻共通専門、基礎理学療法学、理学療法評価学、理学療法治療学、地域理学療法学、

臨床実習
　〈作業療法学専攻〉�両専攻共通専門、基礎作業療法学、作業療法評価学、作業療法治療学、地域作業療法学、

臨床実習

　　（授業科目の履修）
第４条　本学科授業科目表の各授業科目のうちから、次の各号の科目を履修し、所定の単位を修得しなけれ
ばならない。

（１）共通教育科目（選択科目 5単位を含む）� ２１単位以上
（２）専門基礎科目（選択科目 2単位を含む）� ４１単位以上
（３）専門科目（選択科目２単位を含む）� ６６単位以上

　　（単　　位）
第５条　各授業科目の単位数は、45時間の学修を必要とする内容をもって１単位とする。

　　（配当年次）
第６条　各授業科目に、それぞれ配当年次を指定するものとし、その指定された年次以降において履修する
ことができる。

　　（授業科目の履修制限）
第７条　授業科目については、原則として、年間 48単位を超えて履修することができない。

履修規程

リハビリテーション学科（2026 年度入学生）
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リハビリテーション学科（2026 年度入学生）

1

　　（履修登録）
第８条　履修登録は、各学期初めに行わなければならない（年２回）。

　　（履修登録の制限）
第９条　授業科目の教員、教室等の都合により、履修登録者の人数、資格等について制限を設けることがある。
２　同時限に開講される授業科目は、１科目しか登録することができない。

　　（再登録）
第�10�条　単位を修得した授業科目は、再登録をすることができない。
２　単位を修得することができなかった授業科目は、第７条に定める履修制限内において再登録をすること
ができる。

　　（履修登録の変更）
第�11�条　履修登録は、正当な理由がなければ、変更、追加または取り消しをすることができない。
２　学部長が教授会に諮り、特に認める場合は、前項の規定を適用しない。

　　（授業科目の開講）
第�12�条　授業科目は、教員、履修者等の都合により、毎年度開講されない場合がある。

　　（授業の組分け）
第�13�条　履修登録者数が多数に上る授業科目は、適宜に組分けを行い、時限を定めることがある。

　　（単位の認定）
第�14�条　担当教員は、授業科目を履修した学生に対し、試験、論文、研究報告等（以下「試験等」とい
う）、により学修の成果を評価して単位を与える。
２　各授業への出席が授業時間の３分の２（実習においては５分の４）に満たない場合は再履修とする。

　　（単位認定を受ける資格）
第�15�条　次の各号のいずれかに該当する場合は、前条による単位の認定を受けることができない。
（１）授業料その他諸納入金が未納であるとき
（２）履修登録をしていないとき

　　（試験等の成績評価）
第 16条　試験等の成績評価は、次の基準によって評語で示される。
（１）100点から 90点まで	 秀
（２）89点から 80点まで	 優
（３）79点から 70点まで	 良
（４）69点から 60点まで	 可
（５）59点以下 不可（不合格）
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　　（受験上の注意）
第 17条　学生は、試験を受けるに際しては、別に定める注意事項を厳守しなければならない。

　　（再試験等）
第 18条　試験等で授業科目が不合格となった者は、再試験等を受けることができる。
２　再試験等の実施については、別に定める。
３　再試験等で合格した者の成績評価は、60点（可）とする。

　　（追試験等）
第 19条　病気またはやむを得ない理由により所定の日時に受験できなかった者は、追試験等を受けること
ができる。
２　追試験等の実施については、別に定める。
３　追試験等の結果の成績は、一割減とする。

　　附　則
　　この規程は、平成 31年 4月 1日から施行する。
　　この規程は、令和 2年 4月 1日から施行する。
　　この規程は、令和 5年 4月 1日から施行する。
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リハビリテーション学科（2026 年度入学生）

1. 履修に関する留意点

１）授業の形態

授業は、その特性によって、講義、演習、実験もしくは実習のいずれかにより又はこれらの併用により行

います。授業は、演習や実習などの体験的学習を多く採用し、必要に応じて多様なメディアを利用して行い

ます。演習及び実習等では適宜、数名の小グループを編成して行います。 

２）授業へ出席

各授業への出席が授業時間の３分の２（臨床実習科目においては５分の４）に満たない場合は、再履修と

します。 

遅刻及び早退について、原則として、20 分未満の場合は３分の１回の欠席扱いとし、20 分以上の場合は 

１回の欠席扱いとします。 

３）履修指導の体制

各学年に専任教員の担任を置き、個別の履修指導を行います。学習、学生生活、課外活動、進路等につい

ても支援を行いますので適時相談に来てください。 

４）臨床実習科目の履修に関する留意点 

臨床実習科目を履修するためには、次の表に示す実習ごとの条件を満たしておく必要があります。その

他の詳細は「臨床実習の手引き」に記載していますので熟読してください。 

○理学療法学専攻

先修条件 

臨床実習科目名 開講年次 先修条件 

理学療法見学実習Ⅰ 

理学療法見学実習Ⅱ 

1年次後期 1. リハビリテーション概論、理学療法概論の単位を修得していること

2. チーム医療論を履修していること

（単位認定に必要な出席日数を満たしていること）

理学療法見学実習Ⅲ 2年次後期 1 リハビリテーション概論、理学療法概論、チーム医療論、地域理学

療法学Ⅰの単位を修得していること 

2 地域理学療法学Ⅱを履修していること 

（単位認定に必要な出席日数を満たしていること） 

理学療法評価実習 3 年次後期 

1. 専門基礎と専門科目のうち、2 年次後期までに開講された必修科目

の単位をすべて修得していること 

2. 専門基礎と専門科目のうち、3 年次前期に開講された必修科目をす

べて履修していること（単位認定に必要な出席日数を満たしているこ

と） 

3. 理学療法客観的臨床能力演習Ⅰの単位を修得していること

理学療法総合臨床実習Ⅰ 

理学療法総合臨床実習Ⅱ 
4 年次前期 

専門基礎と専門科目のうち、3 年次後期までに開講された必修科目 

の単位をすべて修得していること 
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履修条件 

臨床実習科目名 開講年次 履修条件 

理学療法見学実習Ⅰ 

理学療法見学実習Ⅱ 

1 年次後期 1. 実習のオリエンテーションやセミナーに出席すること

2. 実習のオリエンテーションやセミナーの内容に関する確

認テストに合格していること

理学療法見学実習Ⅲ 2 年次後期 1. 実習のオリエンテーションやセミナーに出席すること

2. 実習のオリエンテーションやセミナーの内容に関する確

認テストに合格していること

理学療法評価実習 3 年後期 1. 実習のオリエンテーションやセミナーに出席すること

理学療法総合実習Ⅰ 

理学療法総合実習Ⅱ 

4 年後期 1. 実習のオリエンテーションやセミナーに出席すること

*1臨床実習実施にあたり、施設から小児感染症、B型肝炎などの抗体検査結果や、予防接種の証明書の提出を

求められることがあります。 

*2先修条件、履修条件を満たさない場合は臨床実習科目の履修登録をしても、臨床実習には参加できません。

○作業療法学専攻

先修条件 

臨床実習科目名 開講年次 先修条件 

作業療法見学実習 1 年次後期 1 年次前期に開講された専門科目の単位をすべて修得していること 

地域作業療法実習 2 年次後期 
作業療法見学実習および地域作業療法学Ⅰの単位を修得しているこ 

と 

作業療法評価実習 3 年次後期 

1. 専門基礎と専門科目のうち、2 年次後期までに開講された必修科

目の単位をすべて修得していること 

2. 専門基礎と専門科目のうち、３年次前期に開講された必修科目を

すべて履修していること 

3. 作業療法客観的臨床能力演習Ⅰの単位を修得していること

作業療法総合臨床実習Ⅰ 

作業療法総合臨床実習Ⅱ 
4 年次前期 

専門基礎と専門科目のうち、3 年次後期までに開講された必修科目 

の単位をすべて修得していること 

履修条件 

臨床実習科目名 開講年次 履修条件 

作業療法見学実習 1 年次後期 1. 実習のオリエンテーションやセミナーに出席すること

2. 実習のオリエンテーションやセミナーの内容に関する確

認テストに合格していること

地域作業療法実習 2 年次後期 1. 実習のオリエンテーションやセミナーに出席すること

2. 実習のオリエンテーションやセミナーの内容に関する確

認テストに合格していること

作業療法評価実習 3 年次後期 1. 実習のオリエンテーションやセミナーに出席すること

作業療法総合臨床実習Ⅰ 

作業療法総合臨床実習Ⅱ 

4 年次前期 1. 実習のオリエンテーションやセミナーに出席すること
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*1臨床実習実施にあたり、施設から小児感染症、B型肝炎などの抗体検査結果や、予防接種の証明書の提出を

求められることがあります。 

*2先修条件、履修条件を満たさない場合は臨床実習科目の履修登録をしても、臨床実習には参加できません。

2. 教育目標と教育課程編成の考え方

1） 教育目的

理学療法学専攻

深い慈愛の心や奉仕の精神、豊かな知性と人間性、医療人としての高い職業的倫理観を備え、地域包括

ケアが進行する医療現場で、病院と地域における多職種との協働によるチームの中で活躍できる質の高い

理学療法士の育成を目的としています。 

作業療法学専攻 

深い慈悲の心や奉仕の精神、豊かな知性と人間性、医療人としての高い職業的倫理観を備え、地域包括

ケアが進行する医療現場で、病院と地域における多職種との協働によるチームの中で活躍できる質の高い

作業療法士の育成を目的としています。 

2） 教育課程編成の考え方

上述の教育目標に基づき以下のようなカリキュラム・ポリシーを掲げ、そのポリシーに相応し、理学療

法士あるいは作業療法士の国家試験受験資格が取得できるように理学療法士・作業療法士学校養成所指定

規則に定める要件を充足した教育課程を編成しています。

＜カリキュラム• ポリシー＞ 

リハビリテーション学科では、時代が求める先端医療と地域包括ケアの一翼を担う人材を育成するために

各科目をバランスよく配置し、段階的に必要とされる各能力を向上させることができるようカリキュラムを

設定する。教育目標を達成するための学科のカリキュラム・ポリシーは、以下のとおりとする。  

Ａ．豊かな人間性、論理的な思考力、的確な判断能力を身に付ける教育 

Ｂ．自然や文化を大切にし、倫理性、社会性、国際的感覚を身に付ける教育  

Ｃ．主体的な体験や討論を通して自己の考えを確立し、それを豊かに表現する能力を身に付ける教育 

Ｄ．リハビリテーション医療職に必要な知識・技術、情報活用能力、コミュニケーション能力を身に付け

る教育 

Ｅ．全人的な健康観に立ち、科学的、客観的な根拠及び人間の主観性と対話に基いた創造的な全人的ケア

ができる能力を身に付ける教育 

Ｆ．リハビリテーション医療職として協働性を培い、社会のニーズや多様な変化に対応し、他職種と連携

してチームで活動できる汎用的能力を身に付ける教育各専攻のカリキュラム・ポリシーは以下のとお

りとする。 

2026.3.18-奈学大リハビリテーション学科----45



＜理学療法学専攻のカリキュラム• ポリシー＞ 

Ａ．理学療法士にふさわしい豊かな人間性、対象者の障害像を理解するための論理的な思考力、効率的な治

療計画を立案できる的確な判断能力を身に付ける教育 

Ｂ．自然や文化を大切にし、医療者としての倫理性、多様化する社会の中で理学療法士としての役割を認識

できる社会性と国際的感覚を身に付ける教育 

Ｃ．主体的な体験や討論を通して自己の考えを確立し、自らの主張や意見を的確に表現する能力を身に付け

る教育 

Ｄ．対象者の身体機能や基本動作能力を改善・向上させるために必要な理学療法の知識・技術と理学療法士

に必要な情報活用能力、コミュニケーション能力を身に付ける教育 

Ｅ．理学療法士として対象者の心と身体の痛みを全人的に理解することができるとともに、科学的、客観的

な根拠及び人間の主観性と対話に基いた創造的な全人的ケアができる能力を身に付ける教育 

Ｆ．理学療法士として協働性を培い、社会のニーズや多様な変化に対応し、対象者が地域で自立した日常生

活へ復帰させるために必要な多職種間の連携によるチームへ主体的に活動できる汎用的能力を身に付け

る教育 

＜作業療法学専攻のカリキュラム• ポリシー＞ 

Ａ．対象者の心身機能の向上のみならず、生活の質を高めることも求められる作業療法士に必要な豊かな人

間性、論理的な思考力、的確な問題解決能力を身に付ける教育 

Ｂ．対象者の地域社会での生活支援も担う作業療法士として、自然・文化などの社会特性、倫理性を理解で

きると共に、多様化する社会の中で対応し得る国際的な感覚を身に付ける教育 

Ｃ．主体的な体験や集団での討論を通して自己の意見を確立し、その意見を論理的にまとめた上で、的確に

口頭や記述で表現する能力を身に付ける教育 

Ｄ．子供から成人、高齢者までの多種多様な疾患、高次脳機能障害を対象として作業を用いた支援・治療を

実践する作業療法士に必要な知識および技術、情報機器や言語・非言語的方法を用いた人とのコミュニ

ケーション能力を身に付ける教育 

Ｅ．作業療法士として、科学的、客観的な根拠に基づいた支援・治療および対象者の主観性や生活背景、障

害受容過程を踏まえた精神的ケアが行える能力を身に付ける教育 

Ｆ．作業療法士として、急速な少子高齢化や障害の多様化による社会的ニーズの変化に対応し、チーム医療

や地域包括ケアの中で他職種と連携して活動できる協働性を培い、汎用的能力を身に付ける教育 

3. ディプロマ・ポリシーと科目の関連性

次のページ以降に示す表はディプロマ・ポリシー（DP）と科目の関連性を示したものです。学生は、この

関連性から修得すべき事項を理解して授業に臨んでください。また、選択科目の選択においては、この関連

性を参考にしてください。 
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理学療法学専攻 
ディプロマ・ポリシーと科目との関連性 
◎…特に関連が強い科目

〇…関連が強い科目

DP ① 
理 学療法 士とし て 備
え るべき 専門的 知 識
と技術の修得により、
対 象者の 身体機 能 や 
基本動作能力を改善・
向 上させ る能力 を 身
につけ 、心と 身体 の
痛 みに対 して人 間 愛
に 基づい た全人 的 ケ
ア を実践 できる 能 力
を備えている 

DP ② 
理学療法士として対
象者がもつ多様で個
別的な保健医療ニー
ズを的確に捉える情
報収集と問題解決能 
力を身につけている 

DP ③ 
理学療法士として多
職種間と連携・協働 
する能力を備え、チー
ム医療や地域包括ケ
アに主体的に参加す
ることで、対象者が
自立した日常生活行
動を再獲得できるよ
う安全かつ的確に支
援できる 

DP ④ 
理学療法士としての
知識と技術を高め、
社会の変化と対象者
の保健医療ニーズへ 
柔軟に対応しようと
する意欲をもち、リ
ハビリテーションの
発展に貢献できる探
求心と研究心を備え
ている 

年次 
科目
区分 

科目群 科目名 
開講
期 

必修
選択 

改善・向上
させる能力 

全人的ケア
の実践力 

情報収集
能力 

問題解決
能力 

連携・協働
する能力 

支援する
能力 

ニーズへの
対応力 

探求心と
研究心 

１
年
次 

共 

通 

教 

育 

科 

目 

基礎教養 

英語Ⅰ 前 必 ◎ ○ 

英語Ⅱ 後 必 ◎ ○ 

英会話Ⅰ 前 必 ◎ ○ 

英会話Ⅱ 後 必 ◎ ○ 

中国語基礎 前 選 ◎ ○ 

中国語会話 前 選 ◎ ○ 

スペイン語基礎 前 選 ◎ ○ 

スペイン語会話 前 選 ◎ ○ 

文学 後 選 ◎ ○ 

哲学 前 選 ◎ ○ 

倫理学 前 選 ◎ ○ 

心理学 前 必 ◎ ○ 

文化人類学 後 選 ◎ ○ 

音楽の世界 後 選 ◎ ○ 

社会学 後 選 ◎ ○ 

日本国憲法 前 選 ◎ ○ 

歴史学 後 選 ◎ ○ 

地理学 後 選 ◎ ○ 

数学の世界 前 選 ○ ◎ 

自然科学の基礎 後 選 ○ ◎ 

環境化学の基礎 後 選 ○ ◎ 

健康スポーツ（理論） 前 必 ◎ ○ 

健康スポーツ（実技） 後 選 ○ ◎ 

パラスポーツ指導論 後 選 〇 〇 ◎ 

スポーツ実技Ⅰ 前 選 ○ ◎ 

スポーツ実技Ⅱ 後 選 ○ ◎ 
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理学療法学専攻 
ディプロマ・ポリシーと科目との関連性 
◎…特に関連が強い科目

〇…関連が強い科目

DP ① 
理 学療法 士とし て 備
え るべき 専門的 知 識
と技術の修得により、
対 象者の 身体機 能 や 
基本動作能力を改善・
向 上させ る能力 を 身
につけ 、心と 身体 の
痛 みに対 して人 間 愛
に 基づい た全人 的 ケ
ア を実践 できる 能 力
を備えている 

DP ② 
理学療法士として対
象者がもつ多様で個
別的な保健医療ニー
ズを的確に捉える情 
報収集と問題解決能
力を身につけている 

DP ③ 
理学療法士として多
職種間と連携・協働 
する能力を備え、チー
ム医療や地域包括ケ
アに主体的に参加す
ることで、対象者が
自立した日常生活行
動を再獲得できるよ
う安全かつ的確に支
援できる 

DP ④ 
理学療法士としての
知識と技術を高め、
社会の変化と対象者 
の保健医療ニーズへ
柔軟に対応しようと
する意欲をもち、リ
ハビリテーションの
発展に貢献できる探
求心と研究心を備え
ている 

年次 
科目
区分 

科目群 科目名 
開講
期 

必修
選択 

改善・向上
させる能力 

全人的ケア
の実践力 

情報収集
能力 

問題解決
能力 

連携・協働
する能力 

支援する
能力 

ニーズへの
対応力 

探求心と
研究心 

１
年
次 

共 

通 

教 

育 

科 

目 

共生教養 

共生と社会 後 選 ◎ ○ 

人権論 前 選 ◎ ○ 

ボランティア活動 前 必 ◎ ○ 

生活と環境 前 選 ◎ ○ 

暮らしと地域社会 後 選 ◎ ○ 

奈良・国際 

奈良学 前 選 ◎ 
○ 

けいはんな学研都市学 後 必 ◎ 〇 

異文化コミュニケーション 後 選 ◎ ○ 

国際事情 後 選 ◎ ○ 

情報教養 

情報機器の操作 前 必 ◎ ○ 

情報倫理とセキュリティ 前 選 ◎ ○ 

データの世界 前 選 ◎ ○ 

情報と分析 後 必 ◎ ○ 

ＣＧの基礎と演習 後 選 ◎ ○ 

キャリア形成 キャリアデザイン 前 選 ○ ◎ 

導入基礎 
ラーニングスキルズ 前 必 ◎ 〇 

ライティングスキル 後 必 ◎ 〇 

専 

門 

基 

礎 

科 

目 

人体の構造と機能
及び心身の発達 

人体構造学Ⅰ 前 必 ◎ 〇 

人体構造学Ⅱ 後 必 ◎ 〇 

人体構造学Ⅲ 後 必 ◎ 〇 

人体構造学演習 後 必 ◎ 〇 

人体機能学Ⅰ 前 必 ◎ 〇 

人体機能学Ⅱ 後 必 ◎ 〇 

人間発達学 前 必 ◎ 〇 

運動学Ⅰ 後 必 ◎ 〇 

疾病と障害の成り立ち
及び回復過程の促進 

精神医学 後 必 ◎ ○ 

リハビリテーション医学 後 必 ◎ ○ 

痛み学概論 前 必 ◎ ○ 

保健医療福祉と 
リハビリテーション 

リハビリテーション概論 前 必 ◎ ○ 

チーム医療論 後 必 ◎ 〇 
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理学療法学専攻 
ディプロマ・ポリシーと科目との関連性 
◎…特に関連が強い科目

〇…関連が強い科目

DP ① 
理 学療法 士とし て 備
え るべき 専門的 知 識
と技術の修得により、
対 象者の 身体機 能 や 
基本動作能力を改善・
向 上させ る能力 を 身
につけ 、心と 身体 の
痛 みに対 して人 間 愛
に 基づい た全人 的 ケ
ア を実践 できる 能 力
を備えている 

DP ② 
理学療法士として対
象者がもつ多様で個
別的な保健医療ニー
ズを的確に捉える情 
報収集と問題解決能
力を身につけている 

DP ③ 
理学療法士として多
職種間と連携・協働 
する能力を備え、チー
ム医療や地域包括ケ
アに主体的に参加す
ることで、対象者が
自立した日常生活行
動を再獲得できるよ
う安全かつ的確に支
援できる 

DP ④ 
理学療法士としての
知識と技術を高め、
社会の変化と対象者 
の保健医療ニーズへ
柔軟に対応しようと
する意欲をもち、リ
ハビリテーションの
発展に貢献できる探
求心と研究心を備え
ている 

年次 
科目
区分 

科目群 科目名 
開講
期 

必修
選択 

改善・向上
させる能力 

全人的ケア
の実践力 

情報収集
能力 

問題解決
能力 

連携・協働
する能力 

支援する
能力 

ニーズへの
対応力 

探求心と
研究心 

１
年
次 

専
門
科
目 

基礎理学療法学 理学療法概論 前 必 ◎ ○ 

臨床実習 

理学療法見学実習Ⅰ 後 必 ◎ 〇 

理学療法見学実習Ⅱ 後 必 ◎ 〇 

２
年
次 

共
通
教
育
科

目
共生教養 

地域と安全 後 選 ◎ ○ 

キャリア形成 キャリアディベロップメント 前 選 ◎ ○ 

専 

門 

基 

礎 

科 

目 

人体の構造と機能及
び心身の発達 

人体機能学演習 前 必 ◎ 〇 

運動学Ⅱ 前 必 ◎ 〇 

疾病と障害の成り立ち
及び回復過程の促進 

整形外科学 前 必 ◎ 〇 

内科学 後 必 ◎ 〇 

神経内科学 前 必 ◎ 〇 

心身医学概論 後 選 ◎ 〇 

病理学 前 必 ◎ 〇 

栄養学 前 必 ◎ 〇 

臨床心理学 後 必 ◎ 〇 

スポーツ医学 後 選 ◎ 〇 

薬理学概論 後 必 ◎ ○ 

保健医療福祉と 

リハビリテーション 

国際リハビリテーション論 前 必 ○ ◎ 

先端リハビリテーション論 後 必 〇 ◎ 

専 

門 

科 

目 

基礎理学療法学 臨床運動学 後 必 ◎ ○ 

理学療法評価学 

理学療法基礎評価学 前 必 ◎ 〇 

理学療法評価学Ⅰ 前 必 ◎ 〇 

理学療法評価学Ⅱ 前 必 ◎ 〇 

理学療法評価学Ⅲ 後 必 ◎ 〇 

理学療法治療学 

基礎運動療法学 前 必 ◎ ○ 

義肢装具学Ⅰ 前 必 〇 ◎ 

義肢装具学Ⅱ 後 必 〇 ◎ 

日常生活活動学Ⅰ 前 必 〇 ◎ 

日常生活活動学Ⅱ 後 必 〇 ◎ 

物理療法学 後 必 ◎ 〇 
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理学療法学専攻 
ディプロマ・ポリシーと科目との関連性 
◎…特に関連が強い科目

〇…関連が強い科目

DP ① 
理 学療法 士とし て 備
え るべき 専門的 知 識
と技術の修得により、
対 象者の 身体機 能 や 
基本動作能力を改善・
向 上させ る能力 を 身
につけ 、心と 身体 の
痛 みに対 して人 間 愛
に 基づい た全人 的 ケ
ア を実践 できる 能 力
を備えている 

DP ② 
理学療法士として対
象者がもつ多様で個
別的な保健医療ニー
ズを的確に捉える情
報収集と問題解決能
力を身につけている 

DP ③ 
理学療法士として多
職種間と連携・協働 
する能力を備え、チー
ム医療や地域包括ケ
アに主体的に参加す
ることで、対象者が
自立した日常生活行
動を再獲得できるよ
う安全かつ的確に支
援できる 

DP ④ 
理学療法士としての
知識と技術を高め、
社会の変化と対象者 
の保健医療ニーズへ
柔軟に対応しようと
する意欲をもち、リ
ハビリテーションの
発展に貢献できる探
求心と研究心を備え
ている 

年次 
科目
区分 

科目群 科目名 
開講
期 

必修
選択 

改善・向上
させる能力 

全人的ケア
の実践力 

情報収集
能力 

問題解決
能力 

連携・協働
する能力 

支援する
能力 

ニーズへの
対応力 

探求心と
研究心 

２
年
次 

専
門
科
目 

地域理学療法学 

地域理学療法学Ⅰ 前 必 ◎ ○ 

地域理学療法学Ⅱ 後 必 ○ ◎ 

臨床実習 理学療法見学実習Ⅲ 後 必 ◎ ○ 

３
年
次 

専
門

基
礎 

疾病と障害の成り立ち
及び回復過程の促進 

救命救急学概論 前 必 ◎ 〇 

専 

門 

科 

目 

保健医療福祉と 
リハビリテーション 

リハビリテーションと先端テクノロジーⅠ 前 必 ◎ 〇 

リハビリテーションと先端テクノロジーⅡ 後 必 ◎ 〇 

基礎理学療法学 

理学療法ゼミナールⅠ 前 必 ◎ 〇 

理学療法ゼミナールⅡ 後 必 ◎ 〇 

理学療法評価学 

理学療法計画論 後 必 ◎ 〇 

理学療法客観的臨床能力演習Ⅰ 前 必 ◎ 〇 〇 

理学療法治療学 

運動器障害理学療法学Ⅰ 前 必 ◎ 〇 

運動器障害理学療法学Ⅱ 後 必 ◎ 〇 

中枢神経障害理学療法学Ⅰ 前 必 ◎ 〇 

中枢神経障害理学療法学Ⅱ 後 必 ◎ 〇 

中枢神経障害理学療法学Ⅲ 後 必 ◎ 〇 

小児期障害理学療法学 前 必 ◎ 〇 

スポーツ理学療法学 前 必 ◎ 〇 

内部障害理学療法学Ⅰ 前 必 ◎ 〇 

内部障害理学療法学Ⅱ 後 必 ◎ 〇 

内部障害理学療法学Ⅲ 後 必 ◎ 〇 

老年期障害理学療法学 前 必 ◎ 〇 

神経筋障害理学療法学 後 必 ◎ 〇 

終末期・緩和理学療法学 後 必 ◎ 〇 

理学療法客観的臨床能力演習Ⅱ 後 必 ◎ 〇 

地域理学療法学 福祉用具・生活環境論 前 必 ◎ 〇 

共通専門 

医療リスクマネジメント 前 必 〇 ◎ 

疼痛リハビリテーション学 前 選 ◎ 〇 

ウイメンズヘルスケア 前 選 ◎ 〇 

ヘルスプロモーション 前 選 〇 ◎ 

認知発達障害ケア 後 選 〇 ◎ 

臨床実習 理学療法評価実習 後 必 ◎ ○ ○ 
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リハビリテーション学科（2026 年度入学生）

理学療法学専攻 
ディプロマ・ポリシーと科目との関連性 
◎…特に関連が強い科目

〇…関連が強い科目

DP ① 
理 学療法 士とし て 備
え るべき 専門的 知 識
と技術の修得により、
対 象者の 身体機 能 や 
基本動作能力を改善・
向 上させ る能力 を 身
につけ 、心と 身体 の
痛 みに対 して人 間 愛
に 基づい た全人 的 ケ
ア を実践 できる 能 力
を備えている 

DP ② 
理学療法士として対
象者がもつ多様で個
別的な保健医療ニー
ズを的確に捉える情
報収集と問題解決能
力を身につけている 

DP ③ 
理学療法士として多
職種間と連携・協働 
する能力を備え、チー
ム医療や地域包括ケ
アに主体的に参加す
ることで、対象者が
自立した日常生活行
動を再獲得できるよ
う安全かつ的確に支
援できる 

DP ④ 
理学療法士としての
知識と技術を高め、
社会の変化と対象者 
の保健医療ニーズへ
柔軟に対応しようと
する意欲をもち、リ
ハビリテーションの
発展に貢献できる探
求心と研究心を備え
ている 

年次 
科目
区分 

科目群 科目名 
開講
期 

必修
選択 

改善・向上
させる能力 

全人的ケア
の実践力 

情報収集
能力 

問題解決
能力 

連携・協働
する能力 

支援する
能力 

ニーズへの
対応力 

探求心と
研究心 

４
年
次 

専 

門 

科 

目 

両専攻共通専門 

職場管理論 後 必 ○ ◎ 

リハビリテーション教育学 後 必 ◎ 〇 

基礎理学療法学 

理学療法卒業研究 後 必 ○ ◎ 

理学療法総合演習 後 必 ◎ 〇 

臨床実習 

理学療法総合臨床実習Ⅰ 前 必 ◎ ○ ○ ○ 

理学療法総合臨床実習Ⅱ 前 必 ◎ ○ ○ ○ 
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作業療法学専攻 
ディプロマ・ポリシーと科目との関連性 
◎…特に関連が強い科目

〇…関連が強い科目

DP ① 
作業療法士として、
多種多様な対象者お
よび疾患に対応する
ため、備えるべき専          
門的な知識と技術を
修得する。また、全
人的ケアが実践でき
る態度を身につけ、
人生への満足度すな
わち生活の質を高め
る支援ができる能力 
を備えている 

DP ② 
作業療法士として対
象者の個別的で多様
な保健医療ニーズを
把握できる情報収集
能力と保健医療の課
題に対して問題解決
に向けた取り組みが 
行える能力を備えて
いる 

DP ③ 
対象者が地域社会に
おいて主体的に自立
した生活をおくれる
ように、チーム医療
や地域包括ケアの中
で、対象者を生活の  
視点で支援するとい
う作業療法士の役割・
専門性を理解し、多
職種間での連携や協
働ができる能力を修 
得する 

DP ④ 
社会情勢や人口構成
の 変 化 に 伴 う 社 会  
ニーズの変化に対応
し、さらなる発展に
貢献するために、作
業療法に対する探求
心と研究心を備えて
いる 

年次 
科目
区分 

科目群 科目名 
開講
期 

必修
選択 

専門的 知
識・技術 

生活の質を
高める支援 

情報収集
能力 

問題解決
能力 

連携・協働
する能力 

支援する
能力 

ニーズへの
対応力 

探求心と
研究心 

１
年
次 

共 

通 

教 

育 

科 

目 

基礎教養 

英語Ⅰ 前 必 ◎ ○ 

英語Ⅱ 後 必 ◎ ○ 

英会話Ⅰ 前 必 ◎ ○ 

英会話Ⅱ 後 必 ◎ ○ 

中国語基礎 前 選 ◎ ○ 

中国語会話 前 選 ◎ ○ 

スペイン語基礎 前 選 ◎ ○ 

スペイン語会話 前 選 ◎ ○ 

文学 後 選 ◎ ○ 

哲学 前 選 ◎ ○ 

倫理学 前 選 ◎ ○ 

心理学 前 必 ◎ ○ 

文化人類学 後 選 ◎ ○ 

音楽の世界 後 選 ◎ ○ 

社会学 後 選 ◎ ○ 

日本国憲法 前 選 ◎ ○ 

歴史学 後 選 ◎ ○ 

地理学 後 選 ◎ ○ 

数学の世界 前 選 ○ ◎ 

自然科学の基礎 後 選 ○ ◎ 

環境化学の基礎 後 選 ○ ◎ 

健康スポーツ（理論） 前 必 ◎ ○ 

健康スポーツ（実技） 後 選 ○ ◎ 

パラスポーツ指導論 後 選 〇 〇 ◎ 

スポーツ実技Ⅰ 前 選 ○ ◎ 

スポーツ実技Ⅱ 後 選 ○ ◎ 
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リハビリテーション学科（2026 年度入学生）

作業療法学専攻 
ディプロマ・ポリシーと科目との関連性 
◎…特に関連が強い科目

〇…関連が強い科目 

DP ① 
作業療法士として、
多種多様な対象者お
よび疾患に対応する
ため、備えるべき専          
門的な知識と技術を
修得する。また、全
人的ケアが実践でき
る態度を身につけ、
人生への満足度すな
わち生活の質を高め
る支援ができる能力 
を備えている 

DP ② 
作業療法士として対
象者の個別的で多様
な保健医療ニーズを
把握できる情報収集 
能力と保健医療の課
題に対して問題解決
に向けた取り組みが
行える能力を備えて
いる 

DP ③ 
対象者が地域社会に
おいて主体的に自立
した生活をおくれる
ように、チーム医療
や地域包括ケアの中
で、対象者を生活の  
視点で支援するとい
う作業療法士の役割・
専門性を理解し、多
職種間での連携や協
働ができる能力を修 
得する 

DP ④ 
社会情勢や人口構成
の 変 化 に 伴 う 社 会  
ニーズの変化に対応
し、さらなる発展に
貢献するために、作
業療法に対する探求 
心と研究心を備えて
いる 

年次 
科目
区分 

科目群 科目名 
開講
期 

必修
選択 

専門的 知
識・技術 

生活の質を
高める支援 

情報収集
能力 

問題解決
能力 

連携・協働
する能力 

支援する
能力 

ニーズへの
対応力 

探求心と
研究心 

１
年
次 

共 

通 

教 

育 

科 

目 

共生教養 

共生と社会 後 選 ◎ ○ 

人権論 前 選 ◎ ○ 

ボランティア活動 前 必 ◎ ○ 

生活と環境 前 選 ◎ ○ 

暮らしと地域社会 後 選 ◎ ○ 

奈良・国際 

奈良学 前 選 ◎ ○ 

けいはんな学研都市学 後 必 ◎ 〇 

異文化コミュニケーション 後 選 ◎ ○ 

国際事情 後 選 ◎ ○ 

情報教養 

情報機器の操作 前 必 ◎ ○ 

情報倫理とセキュリティ 前 選 ◎ ○ 

データの世界 前 選 ◎ ○ 

情報と分析 後 必 ◎ ○ 

ＣＧの基礎と演習 後 選 ◎ ○ 

キャリア形成 キャリアデザイン 前 選 ○ ◎ 

導入基礎 

ラーニングスキルズ 前 必 ◎ 〇 

ライティングスキル 後 必 ◎ 〇 

専 

門 

基 

礎 

科 

目 

人体の構造と機能及
び心身の発達 

人体構造学Ⅰ 前 必 ◎ 〇 

人体構造学Ⅱ 後 必 ◎ 〇 

人体構造学Ⅲ 後 必 ◎ 〇 

人体構造学演習 後 必 ◎ 〇 

人体機能学Ⅰ 前 必 ◎ 〇 

人体機能学Ⅱ 後 必 ◎ 〇 

人間発達学 前 必 ◎ 〇 

運動学Ⅰ 後 必 ◎ 〇 

疾病と障害の成り立ち
及び回復過程の促進 

精神医学 後 必 ◎ ○ 

リハビリテーション医学 後 必 ◎ ○ 

痛み学概論 前 必 ◎ ○ 

保健医療福祉と 
リハビリテーション 

リハビリテーション概論 前 必 ◎ ○ 

チーム医療論 後 必 ◎ 〇 
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作業療法学専攻 
ディプロマ・ポリシーと科目との関連性 
◎…特に関連が強い科目

〇…関連が強い科目

DP ① 
作業療法士として、
多種多様な対象者お
よび疾患に対応する
ため、備えるべき専          
門的な知識と技術を
修得する。また、全
人的ケアが実践でき
る態度を身につけ、
人生への満足度すな
わち生活の質を高め
る支援ができる能力 
を備えている 

DP ② 
作業療法士として対
象者の個別的で多様
な保健医療ニーズを
把握できる情報収集 
能力と保健医療の課
題に対して問題解決
に向けた取り組みが
行える能力を備えて
いる 

DP ③ 
対象者が地域社会に
おいて主体的に自立
した生活をおくれる
ように、チーム医療
や地域包括ケアの中
で、対象者を生活の  
視点で支援するとい
う作業療法士の役割・
専門性を理解し、多
職種間での連携や協
働ができる能力を修 
得する 

DP ④ 
社会情勢や人口構成
の 変 化 に 伴 う 社 会  
ニーズの変化に対応
し、さらなる発展に
貢献するために、作
業療法に対する探求
心と研究心を備えて
いる 

年次 
科目
区分 

科目群 科目名 
開講
期 

必修
選択 

専門的 知
識・技術 

生活の質を
高める支援 

情報収集
能力 

問題解決
能力 

連携・協働
する能力 

支援する
能力 

ニーズへの
対応力 

探求心と
研究心 

１
年
次 

専
門
科
目 

基礎作業療法学 作業療法概論 前 必 ◎ ○ 

臨床実習 作業療法見学実習 後 必 ◎ 〇 

２
年
次 

共
通
教
育 

共生教養 地域と安全 後 選 ◎ ○ 

キャリア形成 

キャリアディベロップメントⅠ 前 選 ◎ ○ 

キャリアディベロップメントⅡ 後 選 ◎ ○ 

専 

門 

基 

礎 

科 

目 

人体の構造と機能
及び心身の発達 

人体機能学演習 前 必 ◎ 〇 

運動学Ⅱ 前 必 ◎ 〇 

疾病と障害の成り立ち
及び回復過程の促進 

整形外科学 前 必 ◎ 〇 

内科学 後 必 ◎ 〇 

神経内科学 前 必 ◎ 〇 

心身医学概論 後 選 ◎ 〇 

病理学 前 必 ◎ 〇 

栄養学 前 必 ◎ 〇 

臨床心理学 後 必 ◎ 〇 

スポーツ医学 後 選 ◎ 〇 

薬理学概論 後 必 ◎ 

保健医療福祉と 

リハビリテーション 

国際リハビリテーション論 前 必 ○ ◎ 

先端リハビリテーション論 後 必 〇 ◎ 

専 

門 

科 

目 

基礎作業療法学 基礎作業学 前 必 ○ ◎ 

作業療法評価学 

作業療法評価学Ⅰ（身体） 前 必 ◎ 〇 

作業療法評価学Ⅱ（精神） 前 必 ◎ 〇 

作業療法評価学Ⅲ（身体） 後 必 ◎ 〇 

作業療法評価学Ⅳ（精神） 後 必 ◎ 〇 

作業療法治療学 

身体障害作業療法学Ⅰ（総論） 前 必 ◎ 〇 

身体障害作業療法学Ⅱ（運動器） 後 必 ◎ 〇 

発達障害作業療法学Ⅰ 後 必 ◎ 〇 

作業技術学 後 必 ◎ 〇 

地域作業療法学 

地域作業療法学Ⅰ 前 必 〇 ◎ 

地域作業療法学Ⅱ 後 必 〇 ◎ 

臨床実習 地域作業療法実習 後 必 〇 ◎ 
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リハビリテーション学科（2026 年度入学生）

作業療法学専攻 
ディプロマ・ポリシーと科目との関連性 
◎…特に関連が強い科目

〇…関連が強い科目

DP ① 
作業療法士として、
多種多様な対象者お
よび疾患に対応する
ため、備えるべき専          
門的な知識と技術を
修得する。また、全
人的ケアが実践でき
る態度を身につけ、
人生への満足度すな
わち生活の質を高め
る支援ができる能力 
を備えている 

DP ② 
作業療法士として対
象者の個別的で多様
な保健医療ニーズを
把握できる情報収集 
能力と保健医療の課
題に対して問題解決
に向けた取り組みが
行える能力を備えて
いる 

DP ③ 
対象者が地域社会に
おいて主体的に自立
した生活をおくれる
ように、チーム医療
や地域包括ケアの中
で、対象者を生活の  
視点で支援するとい
う作業療法士の役割・
専門性を理解し、多
職種間での連携や協
働ができる能力を修 
得する 

DP ④ 
社会情勢や人口構成
の 変 化 に 伴 う 社 会  
ニーズの変化に対応
し、さらなる発展に
貢献するために、作
業療法に対する探求
心と研究心を備えて
いる 

年次 
科目
区分 

科目群 科目名 
開講
期 

必修
選択 

専門的 知
識・技術 

生活の質を
高める支援 

情報収集
能力 

問題解決
能力 

連携・協働
する能力 

支援する
能力 

ニーズへの
対応力 

探求心と
研究心 

３
年
次 

専
門
基
礎 

疾病と障害の成り立ち
及び回復過程の促進 

救命救急学概論 前 必 ◎ ○ 

専 

門 

科 

目 

保健医療福祉と 
リハビリテーション 

リハビリテーションと先端テクノロジーⅠ 前 必 ◎ 〇 

リハビリテーションと先端テクノロジーⅡ 後 必 ◎ 〇 

基礎作業療法学 

作業療法ゼミナールⅠ 前 必 〇 ◎ 

作業療法ゼミナールⅡ 後 必 〇 ◎ 

作業療法評価学 作業療法客観的臨床能力演習Ⅰ 前 必 ◎ 〇 

作業療法治療学 

身体障害作業療法学Ⅲ（中枢神経系） 前 必 ◎ 〇 

身体障害作業療法学Ⅳ（内部障害と難
病） 

前 必 ◎ 〇 

精神障害作業療法学Ⅰ 前 必 ◎ 〇 

精神障害作業療法学Ⅱ 後 必 ◎ 〇 

発達障害作業療法学Ⅱ 前 必 ◎ 〇 

老年期障害作業療法学Ⅰ 前 必 ◎ 〇 

老年期障害作業療法学Ⅱ 後 必 ◎ 〇 

高次脳機能障害作業療法学Ⅰ 前 必 ◎ 〇 

高次脳機能障害作業療法学Ⅱ 後 必 ◎ 〇 

日常生活支援学Ⅰ 前 必 〇 ◎ 

日常生活支援学Ⅱ 後 必 〇 ◎ 

義肢装具学 前 必 〇 ◎ 

作業療法客観的臨床能力演習Ⅱ 後 必 ◎ 〇 

地域作業療法学 生活環境整備論 後 必 ○ ◎ 

共通専門 

医療リスクマネジメント 前 必 〇 ◎ 

疼痛リハビリテーション学 前 選 ◎ 〇 

ウイメンズヘルスケア 前 選 ◎ 〇 

ヘルスプロモーション 前 選 〇 ◎ 

認知発達障害ケア 後 選 〇 ◎ 

臨床実習 作業療法評価実習 後 必 ◎ ○ 
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作業療法学専攻 
ディプロマ・ポリシーと科目との関連性 
◎…特に関連が強い科目

〇…関連が強い科目

DP ① 
作業療法士として、
多種多様な対象者お
よび疾患に対応する
ため、備えるべき専          
門的な知識と技術を
修得する。また、全
人的ケアが実践でき
る態度を身につけ、
人生への満足度すな
わち生活の質を高め
る支援ができる能力 
を備えている 

DP ② 
作業療法士として対
象者の個別的で多様
な保健医療ニーズを
把握できる情報収集 
能力と保健医療の課
題に対して問題解決
に向けた取り組みが
行える能力を備えて
いる 

DP ③ 
対象者が地域社会に
おいて主体的に自立
した生活をおくれる
ように、チーム医療
や地域包括ケアの中
で、対象者を生活の  
視点で支援するとい
う作業療法士の役割・
専門性を理解し、多
職種間での連携や協
働ができる能力を修 
得する 

DP ④ 
社会情勢や人口構成
の 変 化 に 伴 う 社 会  
ニーズの変化に対応
し、さらなる発展に
貢献するために、作
業療法に対する探求
心と研究心を備えて
いる 

年次 
科目
区分 

科目群 科目名 
開講
期 

必修
選択 

専門的 知
識・技術 

生活の質を
高める支援 

情報収集
能力 

問題解決
能力 

連携・協働
する能力 

支援する
能力 

ニーズへの
対応力 

探求心と
研究心 

４
年
次 

専 

門 

科 

目 

両専攻共通専門 

職場管理論 後 必 ○ ◎ 

リハビリテーション教育学 後 必 ◎ 〇 

基礎作業療法学 

作業療法総合演習 後 必 ◎ ○ 

作業療法卒業研究 後 必 ○ ◎ 

臨床実習 

作業療法総合臨床実習Ⅰ 前 必 ◎ ○ ○ ○ 

作業療法総合臨床実習Ⅱ 前 必 ◎ ○ ○ ○ 
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4年次

【理学療法の拡がりと深まり】

3年次

疼痛リハビリテーション学

ウイメンズヘルスケア

ヘルスプロモーション

認知発達障害ケア

2年次

心身医学概論

スポーツ医学

1年次

リハビリテーション学科（2026 年度入学生）

DP③

理学療法士として多職種間と連携・協働する能力を備え、チー

ム医療や地域包括ケアに主体的に参加することで、対象者が自

立した日常生活行動を再獲得できるよう安全かつ的確に支援で

きる

DP④

理学療法士としての知識と技術を高め、社会の変化と対象者の保健医療

ニーズへ柔軟に対応しようとする意欲をもち、リハビリテーションの発

展に貢献できる探求心と研究心を備えている

DP①

理学療法士として備えるべき専門的知識と技術の修得により、対象者の身体

機能や基本動作能力を改善・向上させる能力を身につけ、心と身体の痛みに

対して人間愛に基づいた全人的ケアを実践できる能力を備えている

DP②

理学療法士として対象者がもつ多様で個別的な保健医療ニーズを的確に捉

える情報収集と問題解決能力を身につけている

カリキュラムツリー　理学療法学専攻

共通教育科目（必修科目）

英語Ⅰ・英語Ⅱ・英会話Ⅰ・英会話Ⅱ・心理学・健康スポーツ（理論）・ボランティア活動・

けいはんな学研都市学・情報機器の操作・情報と分析

ラーニングスキルズ

人体構造学Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ

人体構造学演習

人体機能学Ⅰ・Ⅱ 運動学Ⅰ
人間発達学

精神医学

リハビリテーション医学

痛み学概論

リハビリテーション概

理学療法概論

理学療法見学実習Ⅰ・Ⅱ

理学療法見学実習Ⅲ

整形外科学

内科学

神経内科学

病理学

人体機能学演習

運動学Ⅱ

臨床心理学

薬理学概論

臨床運動学

先端リハビリテーション

国際リハビリテーション論

理学療法評価学Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ

理学療法基礎評価 義肢装具学Ⅰ・Ⅱ 地域理学療法学Ⅰ・Ⅱ

日常生活活動学Ⅰ・Ⅱ

基礎運動療法学

理学療法評価実習

救命救急学概論

理学療法ゼミナールⅠ

理学療法ゼミナールⅡ

理学療法計画論

理学療法客観的

臨床能力演習Ⅰ

中枢神経障害理学療法学 終末期・緩和理学療法学

神経筋障害理学療法学

老年期障害理学療法学

スポーツ理学療法学

内部障害理学療法学Ⅲ

理学療法客観的臨床能力演習Ⅱ

内部障害理学療法学Ⅱ

内部障害理学療法学Ⅰ

小児期障害理学療法学

運動器障害理学療法Ⅰ

運動器障害理学療法学

中枢神経障害理学療法学Ⅰ

中枢神経障害理学療法学

物理療法学

福祉用具・生活環境論
医療リスクマネジメント

チーム医療論

職場管理論リハビリテーション教育
理学療法卒業研究

理学療法総合演習

理学療法総合臨床実習Ⅰ・Ⅱ

リハビリテーションと

先端テクノロジーⅠ・Ⅱ

ｚ

共

通

教

育

科

目

（

選

択

科

目

）

栄養学

17 
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4年次

【作業療法の拡がりと深まり】

3年次

疼痛リハビリテーション学

ウイメンズヘルスケア

ヘルスプロモーション

認知発達障害ケア

2年次

心身医学概論

スポーツ医学

1年次

リハビリテーション学科（2026 年度入学生）

カリキュラムツリー　作業療法学専攻

DP①

作業療法士として、多種多様な対象者および疾患に対応するため、備えるべ

き専門的な知識と技術を修得する。また、全人的ケアが実践できる態度を身

につけ、人生への満足度すなわち生活の質を高める支援ができる能力を備え

ている。

DP②

作業療法士として対象者の個別的で多様な保健医療ニーズを把握できる情

報収集能力と保健医療の課題に対して問題解決に向けた取り組みが行える

能力を備えている。

DP③

対象者が地域社会において主体的に自立した生活をおくれるよ

うに、チーム医療や地域包括ケアの中で、対象者を生活の視点

で支援するという作業療法士の役割・専門性を理解し、多職種

間での連携や協働ができる能力を修得する。

DP④

社会情勢や人口構成の変化に伴う社会ニーズの変化に対応し、さらなる

発展に貢献するために、作業療法に対する探求心と研究心を備えてい

る。

共通教育科目（必修科目）

英語Ⅰ・英語Ⅱ・英会話Ⅰ・英会話Ⅱ・心理学・健康スポーツ（理論）・ボランティア活動・

けいはんな学研都市学・情報機器の操作・情報と分析

ラーニングスキルズ

ライティングスキル

人体構造学Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ

人体構造学演習

人体機能学Ⅰ・Ⅱ 運動学Ⅰ
人間発達学

精神医学

リハビリテーション医学

痛み学概論

リハビリテーション概論

作業療法概論

作業療法見学実習

地域作業療法実習

整形外科学

内科学

神経内科学

病理学

人体機能学演習 運動学Ⅱ

臨床心理学

栄養学

先端リハビリテーション

国際リハビリテーション論

作業療法評価学演習Ⅲ -Ⅳ

作業療法評価学演習Ⅰ - 基礎作業学 地域作業療法学Ⅰ

作業技術学

発達障害作業療法学Ⅰ

作業療法評価実習

救命救急学概論

作業療法ゼミナールⅠ

作業療法ゼミナールⅡ

作業療法客観的

臨床能力演習Ⅰ

精神障害作業療法学Ⅱ 老年期作業療法学Ⅱ

高次脳機能障害作業療法学Ⅰ

身体障害作業療法学Ⅲ

作業療法客観的臨床能力演習Ⅱ

日常生活支援学Ⅱ

老年期障害作業療法学Ⅰ

精神障害作業療法学Ⅰ

身体障害作業療法学Ⅳ

生活環境整備輪

発達障害作業療法学Ⅱ

高次脳機能障害作業療法学

身体障害作業療法学Ⅰ

義肢装具学
医療リスクマネジメント

チーム医療論

職場管理論作業療法卒業研究
作業療法総合演習

作業療法総合臨床実習Ⅰ・Ⅱ

リハビリテーションと

先端テクノロジーⅠ・Ⅱ

ｚ

共

通

教

育

科

目

（

選

択

科

目

）
身体障害作業療法学Ⅱ

日常生活支援学Ⅰ

地域作業療法学Ⅱ

リハビリテーション教育

薬理学概論
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授業科目表 

科
目
区
分 

科
目
群 

授 業  科  目  
単位数 

配
当

年
次

 

配当年次 ●…必修 ○…選択 時
間

数
 

卒業に必要な
単位数 

1 年 2 年 ３年 ４年 

必修 選択 前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期 

共
通
教
育
科
目 

基
礎
教
養 

英語Ⅰ 1 1 前 ● 30 

必修 16 単位 
選択 5 単位

以上 

英語Ⅱ 1 1 後 ● 30 

英会話Ⅰ 1 1 前 ● 30 

英会話Ⅱ 1 1 後 ● 30 

中国語基礎 1 1 前 ○ 30 

中国語会話 1 1 前 ○ 30 

スペイン語基礎 1 1 前 ○ 30 

スペイン語会話 1 1 前 ○ 30 

文学 2 1 後 ○ 30 

哲学 2 1 前 ○ 30 

倫理学 2 1 前 ○ 30 

心理学 2 1 前 ● 30 

文化人類学 2 1 後 ○ 30 

音楽の世界 2 1 後 ○ 30 

社会学 2 1 後 ○ 30 

日本国憲法 2 1 前 ○ 30 

歴史学 2 1 後 ○ 30 

地理学 2 1 後 ○ 30 

数学の世界 2 1 前 ○ 30 

自然科学の基礎 2 1 後 ○ 30 

環境化学の基礎 2 1 後 ○ 30 

健康スポーツ（理論） 1 1 前 ● 15 

健康スポーツ（実技） 1 1 後 ○ 30 

パラスポーツ指導論 1 1 後 ○ 30 

スポーツ実技Ⅰ 1 1 前 ○ 30 

スポーツ実技Ⅱ 1 1 後 ○ 30 

共
生
教
養 

共生と社会 2 1 後 ○ 30 

人権論 2 1 前 ○ 30 

ボランティア活動 2 1 前 ● 30 

生活と環境 2 1 前 ○ 30 

暮らしと地域社会 2 1 後 ○ 30 

地域と安全 1 2 後 ○ 15 
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リハビリテーション学科（2026 年度入学生）

科
目

区
分

 

科
目

群
 

授 業  科  目  
単位数 

配
当

年
次

 

配当年次 ●…必修 ○…選択 時
間

数
 

卒業に必要な
単位数 

1 年 2 年 ３年 ４年 

必修 選択 前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期 

共
通
教
育
科
目 

奈
良
・
国
際 

奈良学 2 1 前 ○ 30 

必修 16 単位 
選択 5 単位

以上 

けいはんな学研都市学 1 1 後 ● 15 

異文化コミュニケーション 2 1 後 ○ 30 

国際事情 2 1 後 ○ 30 

情
報
教
養 

情報機器の操作 2 1 前 ● 30 

情報倫理とセキュリティ 2 1 前 ○ 30 

データの世界 2 1 前 ○ 30 

情報と分析 2 1 後 ● 30 

ＣＧの基礎と演習 2 1 後 ○ 30 

キ
ャ
リ
ア
形

成 

キャリアデザイン 1 1 前 ○ 30 

キャリアディベロップメント 1 2 前 ○ 30 

導
入
基
礎 

ラーニングスキルズ 1 1 前 ● 30 

ライティングスキル 1 1 後 ● 30 

小計（48 科目） 15 56 ― 

科
目

区
分

 

科目

群 授 業  科  目  
単位数 

配
当

年
次

 

配当年次 ●…必修 ○…選択 時
間

数
 

卒業に必要な
単位数 

1 年 2 年 ３年 ４年 

必修 選択 前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期 

専
門
基
礎
科
目 

人
体
の
構
造
と
機
能
及
び
心
身
の
発
達 

人体構造学Ⅰ 2 1 前 ● 30 

必修 14 単位 

人体構造学Ⅱ 1 1 後 ● 15 

人体構造学Ⅲ 1 1 後 ● 15 

人体構造学演習 1 1 後 ● 30 

人体機能学Ⅰ 2 1 前 ● 30 

人体機能学Ⅱ 1 1 後 ● 15 

人体機能学演習 1 2 前 ● 30 

人間発達学 1 1 前 ● 15 

運動学Ⅰ 2 1 後 ● 30 

運動学Ⅱ 2 2 前 ● 30 
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科
目
区
分 

科
目
群 

授 業  科  目  
単位数 

配
当

年
次

 

配当年次 ●…必修 ○…選択 時
間

数
 

卒業に必要な
単位数 

1 年 2 年 ３年 ４年 

必修 選択 前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期 

専
門
基
礎
科
目 

疾
病
と
障
害
の
成
り
立
ち
及
び
回
復
過
程
の
促
進 

精神医学 2 1 後 ● 30 

必修 18 単位 
選択 2 単位

以上 

リハビリテーション医学 2 1 後 ● 30 

痛み学概論 2 1 前 ● 30 

整形外科学 2 2 前 ● 30 

内科学 2 2 後 ● 30 

神経内科学 2 2 前 ● 30 

病理学 1 2 前 ● 15 

栄養学 1 2 前 ● 15 

臨床心理 2 2 後 ● 30 

心身医学概論 2 2 後 ○ 30 

スポーツ医学 2 2 後 ○ 30 

薬理学概論 1 2 後 ● 15 

救命救急学概論 1 3 前 ● 15 

保
健
医
療
福
祉
と 

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン 

リハビリテーション概論 1 1 前 ● 15 

必修 7 単位 

チーム医療論 1 1 後 ● 15 

国際リハビリテーション論 1 2 前 ● 15 

先端リハビリテーション論 2 2 後 ● 30 

リハビリテーションと先端テクノロジーⅠ 1 3 前 ● 15 

リハビリテーションと先端テクノロジーⅡ 1 3 後 ● 15 

小計（29 科目） 39 4 ― 

専
門
科
目
（
両
専
攻
） 

共
通
専
門 

医療リスクマネジメント 1 3 前 ● 15 

必修 4 単位 
選択 2 単位

以上 

職場管理論 1 4 後 ● 15 

リハビリテーション教育学 2 4 後 ● 30 

疼痛リハビリテーション学 1 3 前 ○ 15 

ウイメンズヘルスケア 1 3 前 ○ 15 

ヘルスプロモーション 1 3 前 ○ 15 

認知発達障害ケア 1 3 後 ○ 15 

専
門
科
目
（
理
学
療
法
学
専
攻
） 

基
礎
理
学
療
法
学 

理学療法概論 2 1 前 ● 30 

必修 8 単位 

臨床運動学 1 2 後 ● 30 

理学療法ゼミナールⅠ 1 3 前 ● 30 

理学療法ゼミナールⅡ 1 3 後 ● 30 

理学療法卒業研究 2 4 後 ● 90 

理学療法総合演習 1 4 後 ● 30 
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リハビリテーション学科（2026 年度入学生）

科
目
区
分 

科
目
群 

授 業  科  目  
単位数 

配
当

年
次

 

配当年次 ●…必修 ○…選択 時
間

数
 

卒業に必要な
単位数 

1 年 2 年 ３年 ４年 

必修 選択 前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期 

専
門
科
目
（
理
学
療
法
学
専
攻
） 

理
学
療
法
評
価
学 

理学療法基礎評価学 2 2 前 ● 30 

必修 7 単位 

理学療法評価学Ⅰ 1 2 前 ● 30 

理学療法評価学Ⅱ 1 2 前 ● 30 

理学療法評価学Ⅲ 1 2 後 ● 30 

理学療法客観的臨床能力演習 I 1 3 前 ● 30 

理学療法計画論 1 3 後 ● 30 

理
学
療
法
治
療
学 

基礎運動療法学 1 2 前 ● 15 

必修 21 単位 

義肢装具学Ⅰ 1 2 前 ● 30 

義肢装具学Ⅱ 1 2 後 ● 30 

物理療法学 1 2 後 ● 30 

運動器障害理学療法学Ⅰ 1 3 前 ● 30 

運動器障害理学療法学Ⅱ 1 3 後 ● 30 

中枢神経障害理学療法学Ⅰ 1 3 前 ● 30 

中枢神経障害理学療法学Ⅱ 1 3 後 ● 30 

中枢神経障害理学療法学Ⅲ 1 3 後 ● 15 

小児期障害理学療法学 1 3 前 ● 30 

スポーツ理学療法学 1 3 前 ● 30 

内部障害理学療法学Ⅰ 1 3 前 ● 30 

内部障害理学療法学Ⅱ 1 3 後 ● 30 

内部障害理学療法学Ⅲ 1 3 後 ● 30 

老年期障害理学療法学 1 3 前 ● 30 

神経筋障害理学療法学 1 3 後 ● 30 

日常生活活動学Ⅰ 1 2 前 ● 30 

日常生活活動学Ⅱ 1 2 後 ● 30 

終末期・緩和理学療法学 2 3 後 ● 30 

理学療法客観的臨床能力演習Ⅱ 1 3 後 ● 30 

地
域
理
学
療
法
学 

地域理学療法学Ⅰ 1 2 前 ● 30 

必修 3 単位 地域理学療法学Ⅱ 1 2 後 ● 30 

福祉用具・生活環境論 1 3 前 ● 30 

臨
床
実
習 

理学療法見学実習Ⅰ 1 1 後 ● 45 

必修 21 単位 

理学療法見学実習Ⅱ 1 1 後 ● 45 

理学療法見学実習Ⅲ 1 2 後 ● 45 

理学療法評価実習 6 3 後 ● 270 

理学療法総合臨床実習Ⅰ 6 4 前 ● 270 

理学療法総合臨床実習Ⅱ 6 4 前 ● 270 

小計（47 科目） 64 4 ― 
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科
目
区
分 

科
目
群 

授 業  科  目  
単位数 

配
当

年
次

 

配当年次 ●…必修 ○…選択 時
間

数
 

卒業に必要な
単位数 

1 年 2 年 ３年 ４年 

必修 選択 前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期 

専
門
科
目
（
作
業
療
法
学
専
攻
） 

基
礎
作
業
療
法
学 

作業療法概論 1 1 前 ● 30 

必修 7 単位 

基礎作業学 1 2 前 ● 30 

作業療法ゼミナールⅠ 1 3 前 ● 30 

作業療法ゼミナールⅡ 1 3 後 ● 30 

作業療法卒業研究 2 4 後 ● 90 

作業療法総合演習 1 4 後 ● 30 

作
業
療
法
評
価
学 

作業療法評価学Ⅰ（身体） 1 2 前 ● 30 

必修 5 単位 

作業療法評価学Ⅱ（精神） 1 2 前 ● 30 

作業療法評価学Ⅲ（身体） 1 2 後 ● 30 

作業療法評価学Ⅳ（精神） 1 2 後 ● 30 

作業療法客観的臨床能力演習Ⅰ 1 3 前 ● 30 

作
業
療
法
治
療
学 

身体障害作業療法学Ⅰ（総論） 2 2 前 ● 30 

必修 19 単位 

身体障害作業療法学Ⅱ（運動器） 1 2 後 ● 30 

身体障害作業療法学Ⅲ（中枢神経系） 1 3 前 ● 30 

身体障害作業療法学Ⅳ（内部障害と難病） 1 3 前 ● 30 

精神障害作業療法学Ⅰ 2 3 前 ● 30 

精神障害作業療法学Ⅱ 1 3 後 ● 30 

発達障害作業療法学Ⅰ 1 2 後 ● 30 

発達障害作業療法学Ⅱ 1 3 前 ● 30 

老年期障害作業療法学Ⅰ 1 3 前 ● 30 

老年期障害作業療法学Ⅱ 1 3 後 ● 30 

高次脳機能障害作業療法学Ⅰ 1 3 前 ● 30 

高次脳機能障害作業療法学Ⅱ 1 3 後 ● 30 

日常生活支援学Ⅰ 1 3 前 ● 30 

日常生活支援学Ⅱ 1 3 後 ● 30 

作業技術学 1 2 後 ● 30 

義肢装具学 1 3 前 ● 30 

作業療法客観的臨床能力演習Ⅱ 1 3 後 ● 30 

地
域
作
業
療
法
学 

地域作業療法学Ⅰ 2 2 前 ● 30 

必修 4 単位 地域作業療法学Ⅱ 1 2 後 ● 30 

生活環境整備論 1 3 後 ● 30 
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リハビリテーション学科（2026 年度入学生）

科
目
区
分 

科
目
群 

授 業  科  目  
単位数 

配
当

年
次

 

配当年次 ●…必修 ○…選択 時
間

数
 

卒業に必要な
単位数 

1 年 2 年 ３年 ４年 

必修 選択 前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期 

専
門
科
目
（
作
業
療
法
学
専
攻
） 

臨
床
実
習 

作業療法見学実習 2 1 後 ● 90 

必修 25 単位 

地域作業療法実習 1 2 後 ● 45 

作業療法評価実習 6 3 後 ● 270 

作業療法総合臨床実習Ⅰ 8 4 前 ● 360 

作業療法総合臨床実習Ⅱ 8 4 前 ● 360 

小計（43 科目） 64 4 ― 
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【理学療法学専攻】 配当年次 
単位数 

理学療法学専攻  科目ナンバリング 

授 業 科 目 
学科 専攻 

必修
選択 分野 

履修順
位 

枝番 
ナンバリング

コード 演習・実習 必修 選択 

共

通

教

育

科

目 

基
礎
教
養 

英語Ⅰ 演習 1前 1 

英語Ⅱ 演習 1後 1 

英会話Ⅰ 演習 1前 1 

英会話Ⅱ 演習 1後 1 

中国語基礎 講義 1前 1 

中国語会話 演習 1前 1 

スペイン語基礎 講義 1前 1 

スペイン語会話 演習 1前 1 

文学 講義 1後 2 

哲学 講義 1前 2 

倫理学 講義 1前 2 

心理学 講義 1前 2 

文化人類学 講義 1後 2 

音楽の世界 講義 1後 2 

社会学 講義 1後 2 

日本国憲法 講義 1前 2 

歴史学 講義 1後 2 

地理学 講義 1後 2 

数学の世界 講義 1前 2 

自然科学の基礎 講義 1後 2 

環境化学の基礎 講義 1後 2 

健康スポーツ（理論） 講義 1前 1 

健康スポーツ（実技） 実習 1後 1 

パラスポーツ指導論 演習 1後 1 

スポーツ実技Ⅰ 実習 1前 1 

スポーツ実技Ⅱ 実習 1後 1 

共
生
教
養 

共生と社会 講義 1後 2 

人権論 講義 1前 2 

ボランティア活動 講義 1前 2 

生活と環境 講義 1前 2 

暮らしと地域社会 講義 1後 2 

地域と安全 講義 2後 1 

国奈

際良 
･ 

奈良学 講義 1前 2 

けいはんな学研都市学 講義 1後 1 

異文化コミュニケーション 講義 1後 2 

国際事情 講義 1後 2 

情
報
教
養 

情報機器の操作 講義 1前 2 

情報倫理とセキュリティ 講義 1前 2 

データの世界 講義 1前 2 

情報と分析 講義 1後 2 

ＣＧの基礎と演習 講義 1後 2 
キ
ャ
リ

ア
形
成 

キャリアデザイン 演習 1前 1 

キャリアディベロップメント 演習 2前 1 

導入基礎 
ラーニングスキルズ 演習 1前 1 

ライティングスキル 演習 1後 1 

小 計（卒業要件） 16 5 

専

門

基

礎

科

目 

人
体
の
構
造
と
機
能
及
び
心
身

の
発
達

人体構造学Ⅰ 講義 1前 2 R A 1 b 2 01 RA1b201 

人体構造学Ⅱ 講義 1後 1 R A 1 b 2 02 RA1b202 

人体構造学Ⅲ 講義 1後 1 R A 1 b 2 03 RA1b203 

人体構造学演習 実習 1後 1 R A 1 b 3 04 RA1b304 

人体機能学Ⅰ 講義 1前 2 R A 1 b 2 05 RA1b205 

人体機能学Ⅱ 講義 1後 1 R A 1 b 2 06 RA1b206 

人体機能学演習 実習 2前 1 R A 1 b 3 07 RA1b307 

人間発達学 講義 1前 1 R A 1 b 2 08 RA1b208 

運動学Ⅰ 講義 1後 2 R A 1 b 2 09 RA1b209 

運動学Ⅱ 講義 2前 2 R A 1 b 2 10 RA1b210 

小 計（卒業要件） 14 

疾
病
と
障
害
の
成
り
立
ち
及
び
回
復
過
程

の
促
進

リハビリテーション医学 講義 1前 2 R A 1 b 2 11 RA1b211 

痛み学概論 講義 1前 2 R A 1 b 2 12 RA1b212 

精神医学 講義 1後 2 R A 1 b 2 13 RA1b213 

整形外科学 講義 2前 2 R A 1 b 2 14 RA1b214 

神経内科学 講義 2前 2 R A 1 b 2 15 RA1b215 

内科学 講義 2後 2 R A 1 b 2 16 RA1b216 

心身医学概論 講義 2後 2 R A 2 b 2 17 RA2b217 

臨床心理学 講義 2後 2 R A 1 b 2 18 RA1b218 

スポーツ医学 講義 2後 2 R A 2 b 2 19 RA2b219 

薬理学概論 講義 2後 1 R A 1 b 2 20 RA1b220 

救命救急学概論 講義 3前 1 R A 1 b 2 21 RA1b221 

病理学 講義 2前 1 R A 1 b 2 22 RA1b222 

栄養学 講義 2前 1 R A 1 b 2 23 RA1b223 

小  計（卒業要件） 小 計 18 2 
保
健
医
療
福
祉
と

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ

ョ
ン

リハビリテーション概論 講義 1前 1 R A 1 b 2 24 RA1b224 

チーム医療論 演習 1後 1 R A 1 b 2 25 RA1b225 

国際リハビリテーション論 講義 2前 1 R A 1 b 2 26 RA1b226 

先端リハビリテーション論 講義 2後 2 R A 1 b 2 27 RA1b227 

リハビリテーションと先端テクノロジーⅠ 講義 3前 1 R A 1 b 3 28 RA1b328 

リハビリテーションと先端テクノロジーⅡ 講義 3後 1 R A 1 b 4 29 RA1b429 

小 計（卒業要件） 7 
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【理学療法学専攻】 配当年次 
単位数 

理学療法学専攻  科目ナンバリング 

授 業 科 目 
学科 専攻 

必修
選択 分野 

履修順
位 

枝番 
ナンバリング

コード 演習・実習 必修 選択 

専

門

科

目 

両
専
攻
共
通
専
門

医療リスクマネジメント 講義 3前 1 R A 1 c 3 01 RA1c301 

疼痛リハビリテーション学 講義 3前 1 R A 2 c 3 02 RA2c302 

ウイメンズヘルスケア 講義 3前 1 R A 2 c 3 03 RA2c303 

ヘルスプロモーション 講義 3前 1 R A 2 c 3 04 RA2c304 

認知発達障害ケア 講義 3後 1 R A 2 c 3 05 RA2c305 

職場管理論 講義 4後 1 R A 1 c 3 06 RA1c306 

リハビリテーション教育学 講義 4後 2 R A 1 c 3 07 RA1c307 

小 計（卒業要件） 4 2 

基
礎
理
学
療
法
学

理学療法概論 講義 1前 2 R P 1 c 2 08 RP1c208 

臨床運動学 講義 2後 1 R P 1 c 3 09 RP1c309 

理学療法ゼミナールⅠ 講義 3前 1 R P 1 c 3 10 RP1c310 

理学療法ゼミナールⅡ 3後 1 R P 1 c 3 11 RP1c311 

理学療法総合演習 演習 4後 1 R P 1 c 4 12 RP1c412 

理学療法卒業研究 演習 4後 2 R P 1 c 4 13 RP1c413 

小 計（卒業要件） 8 

理
学
療
法
評
価
学

理学療法基礎評価学 講義 2前 2 R P 1 c 2 14 RP1c214 

理学療法評価学Ⅰ 演習 2前 1 R P 1 c 3 15 RP1c315 

理学療法評価学Ⅱ 演習 2前 1 R P 1 c 3 16 RP1c316 

理学療法評価学Ⅲ 演習 2後 1 R P 1 c 3 17 RP1c317 

理学療法客観的臨床能力演習I 演習 3前 1 R P 1 c 3 18 RP1c318 

理学療法計画論 講義 3後 1 R P 1 c 3 19 RP1c319 

小 計（卒業要件） 7 

理
学
療
法
治
療
学 

基礎運動療法学 講義 2前 1 R P 1 c 3 20 RP1c320 

義肢装具学Ⅰ 講義 2前 1 R P 1 c 3 21 RP1c321 

義肢装具学Ⅱ 講義 2後 1 R P 1 c 3 22 RP1c322 

日常生活活動学Ⅰ 講義 2前 1 R P 1 c 3 23 RP1c323 

日常生活活動学Ⅱ 演習 2後 1 R P 1 c 3 24 RP1c324 

物理療法学 講義 2後 1 R P 1 c 3 25 RP1c325 

運動器障害理学療法学Ⅰ 講義 3前 1 R P 1 c 3 26 RP1c326 

運動器障害理学療法学Ⅱ 演習 3後 1 R P 1 c 4 27 RP1c427 

スポーツ理学療法学 講義 3前 1 R P 1 c 3 28 RP1c328 

中枢神経障害理学療法学Ⅰ 講義 3前 1 R P 1 c 3 29 RP1c329 

中枢神経障害理学療法学Ⅱ 演習 3後 1 R P 1 c 4 30 RP1c430 

中枢神経障害理学療法学Ⅲ 講義 3後 1 R P 1 c 3 31 RP1c331 

神経筋障害理学療法学 講義 3後 1 R P 1 c 3 32 RP1c332 

内部障害理学療法学Ⅰ 講義 3前 1 R P 1 c 3 33 RP1c333 

内部障害理学療法学Ⅱ 演習 3後 1 R P 1 c 4 34 RP1c434 

内部障害理学療法学Ⅲ 講義 3後 1 R P 1 c 3 35 RP1c335 

小児期障害理学療法学 講義 3前 1 R P 1 c 3 36 RP1c336 

老年期障害理学療法学 講義 3前 1 R P 1 c 3 37 RP1c337 

終末期・緩和理学療法学 講義 3後 2 R P 1 c 3 38 RP1c338 

理学療法客観的臨床能力演習Ⅱ 講義 3後 1 R P 1 c 4 39 RP1c439 

小 計（卒業要件） 21 

療  地
法学域
学  理 

地域理学療法学Ⅰ 講義 2前 1 R P 1 c 2 40 RP1c240 

地域理学療法学Ⅱ 演習 2後 1 R P 1 c 3 41 RP1c341 

福祉用具・生活環境論 演習 3前 1 R P 1 c 3 42 RP1c342 

小 計（卒業要件） 3 

臨
床
実
習 

理学療法見学実習Ⅰ 実習 1後 1 R P 1 c 3 43 RP1c343 

理学療法見学実習Ⅱ 実習 1後 1 R P 1 c 3 44 RP1c344 

理学療法見学実習Ⅲ 実習 2後 1 R P 1 c 3 45 RP1c345 

理学療法評価実習 実習 3後 6 R P 1 c 4 46 RP1c446 

理学療法総合臨床実習Ⅰ 実習 4前 6 R P 1 c 4 47 RP1c447 

理学療法総合臨床実習Ⅱ 実習 4前 6 R P 1 c 4 48 RP1c448 

小 計（卒業要件） 21 

講義 
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演 

【作業療法学専

攻】 

授 業 科 目 

習・実習

配当年次 
単位数 

作業療法学専攻 各ナンバリング 

学科 専攻 
必修
選択 分野 

履修順
位 

枝番 
ナンバリング

コード 必修 選択 

共

通

教

育

科

目 

基
礎
教
養 

英語Ⅰ 演習 1前 1 
英語Ⅱ 演習 1後 1 
英会話Ⅰ 演習 1前 1 
英会話Ⅱ 演習 1後 1 
中国語基礎 講義 1前 1 
中国語会話 演習 1前 1 
スペイン語基礎 講義 1前 1 
スペイン語会話 演習 1前 1 
文学 講義 1後 2 
哲学 講義 1前 2 
倫理学 講義 1前 2 
心理学 講義 1前 2 
文化人類学 講義 1後 2 
音楽の世界 講義 1後 2 
社会学 講義 1後 2 
日本国憲法 講義 1前 2 
歴史学 講義 1後 2 
地理学 講義 1後 2 
数学の世界 講義 1前 2 
自然科学の基礎 講義 1後 2 
環境化学の基礎 講義 1後 2 
健康スポーツ（理論） 講義 1前 1 
健康スポーツ（実技） 実習 1後 1 
パラスポーツ指導論 演習 1後 1 
スポーツ実技Ⅰ 実習 1前 1 
スポーツ実技Ⅱ 実習 1後 1 

共
生
教
養 

共生と社会 講義 1後 2 
人権論 講義 1前 2 
ボランティア活動 講義 1前 2 
生活と環境 講義 1前 2 
暮らしと地域社会 講義 1後 2 
地域と安全 講義 2後 1 

奈
良
・

国
際 

奈良学 講義 1前 2 
けいはんな学研都市学 講義 1後 1 
異文化コミュニケーション 講義 1後 2 
国際事情 講義 1後 2 

情
報
教
養 

情報機器の操作 講義 1前 2 
情報倫理とセキュリティ 講義 1前 2 
データの世界 講義 1前 2 
情報と分析 講義 1後 2 
ＣＧの基礎と演習 講義 1後 2 

キ
ャ
リ

ア
形
成 

キャリアデザイン 演習 1前 1 

キャリアディベロップメント 演習 2前 1 
ア 基導 ラーニングスキルズ 演習 1前 1 

礎入 ライティングスキル 演習 1後 1 

小 計（卒業要件） 16 5 

専

門

基

礎

科

目 

人
体
の
構
造
と
機
能
及
び
心

身
の
発
達

人体構造学Ⅰ 講義 1前 2 R A 1 b 2 01 RA1b201 

人体構造学Ⅱ 講義 1後 1 R A 1 b 2 02 RA1b202 
人体構造学Ⅲ 講義 1後 1 R A 1 b 2 03 RA1b203 

人体構造学演習 実習 1後 1 R A 1 b 3 04 RA1b304 

人体機能学Ⅰ 講義 1前 2 R A 1 b 2 05 RA1b205 

人体機能学Ⅱ 講義 1後 1 R A 1 b 2 06 RA1b206 

人体機能学演習 実習 2前 1 R A 1 b 3 07 RA1b307 

人間発達学 講義 1前 1 R A 1 b 2 08 RA1b208 

運動学Ⅰ 講義 1後 2 R A 1 b 2 09 RA1b209 

運動学Ⅱ 講義 2前 2 R A 1 b 2 10 RA1b210 

小 計（卒業要件） 14 0 

疾
病
と
障
害
の
成
り
立
ち
及
び
回
復
過

程
の
促
進

リハビリテーション医学 講義 1前 2 R A 1 b 2 11 RA1b211 
痛み学概論 講義 1前 2 R A 1 b 2 12 RA1b212 

精神医学 講義 1後 2 R A 1 b 2 13 RA1b213 

整形外科学 講義 2前 2 R A 1 b 2 14 RA1b214 

神経内科学 講義 2前 2 R A 1 b 2 15 RA1b215 

内科学 講義 2後 2 R A 1 b 2 16 RA1b216 

心身医学概論 講義 2後 2 R A 2 b 2 17 RA2b217 

臨床心理学 講義 2後 2 R A 1 b 2 18 RA1b218 

スポーツ医学 講義 2後 2 R A 2 b 2 19 RA2b219 

薬理学概論 講義 2後 1 R A 1 b 2 20 RA1b220 

救命救急学概論 講義 3前 1 R A 1 b 2 21 RA1b221 

病理学 講義 2前 1 R A 1 b 2 22 RA1b222 

栄養学 講義 2前 1 R A 1 b 2 23 RA1b223 

小 計（卒業要件） 小 計 18 2 

保
健
医
療
福
祉

と
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン

リハビリテーション概論 講義 1前 1 R A 1 b 2 24 RA1b224 

チーム医療論 演習 1後 1 R A 1 b 2 25 RA1b225 

国際リハビリテーション論 講義 2前 1 R A 1 b 2 26 RA1b226 

先端リハビリテーション論 講義 2後 2 R A 1 b 2 27 RA1b227 

リハビリテーションと先端テクノロジーⅠ 講義 3前 1 R A 1 b 3 28 RA1b328 

リハビリテーションと先端テクノロジーⅡ 講義 3後 1 R A 1 b 4 29 RA1b429 

小 計（卒業要件） 7 
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【作業療法学専攻】 授 業 科 目 

習・実習

配当年次 
単位数 

作業療法学専攻 各ナンバリング 

学科 専攻 
必修
選択 分野 

履修順
位 

枝番 
ナンバリング

コード 必修 選択 

専

門

科

目 

両
専
攻
共
通
専
門

医療リスクマネジメント 講義 3前 1 R A 1 c 3 01 RA1c301 

疼痛リハビリテーション学 講義 3前 1 R A 2 c 3 02 RA2c302 

ウイメンズヘルスケア 講義 3前 1 R A 2 c 3 03 RA2c303 

ヘルスプロモーション 講義 3前 1 R A 2 c 3 04 RA2c304 

認知発達障害ケア 講義 3後 1 R A 2 c 3 05 RA2c305 

職場管理論 講義 4後 1 R A 1 c 3 06 RA1c306 

リハビリテーション教育学 4後 2 R A 1 c 3 07 RA1c307 

小 計（卒業要件） 4 2 

基
礎
作
業
療
法 
学 

作業療法概論 講義 1前 1 R O 1 c 2 08 RO1c208 

基礎作業学 講義 2前 1 R O 1 c 2 09 RO1c209 

作業療法ゼミナールⅠ 講義 3前 1 R O 1 c 3 10 RO1c310 

作業療法ゼミナールⅡ 講義 3後 1 R O 1 c 3 11 RO1c311 

作業療法総合演習 講義 4後 1 R O 1 c 4 12 RO1c412 

作業療法卒業研究 演習 4後 2 R O 1 c 4 13 RO1c413 

小 計（卒業要件） 7 

作
業
療
法
評
価

学

作業療法評価学Ⅰ（身体） 講義 2前 1 R O 1 c 2 14 RO1c214 

作業療法評価学Ⅱ（精神） 講義 2前 1 R O 1 c 2 15 RO1c215 

作業療法評価学Ⅲ（身体） 演習 2後 1 R O 1 c 3 16 RO1c316 

作業療法評価学Ⅳ（精神） 演習 2後 1 R O 1 c 3 17 RO1c317 
作業療法客観的臨床能力演習Ⅰ 演習 3前 1 R O 1 c 3 18 RO1c318 

小 計（卒業要件） 5 

作
業
療
法
治
療
学 

身体障害作業療法学Ⅰ（総論） 講義 2前 2 R O 1 c 2 16 RO1c216 

身体障害作業療法学Ⅱ（運動器） 講義 2後 1 R O 1 c 2 17 RO1c217 

身体障害作業療法学Ⅲ（中枢神経系） 演習 3前 1 R O 1 c 3 18 RO1c318 

身体障害作業療法学Ⅳ（内部障害と難病） 演習 3前 1 R O 1 c 3 19 RO1c319 
精神障害作業療法学Ⅰ 講義 3前 2 R O 1 c 2 20 RO1c220 

精神障害作業療法学Ⅱ 演習 3後 1 R O 1 c 3 21 RO1c321 

発達障害作業療法学Ⅰ 演習 2後 1 R O 1 c 3 22 RO1c322 

発達障害作業療法学Ⅱ 演習 3前 1 R O 1 c 3 23 RO1c323 

老年期障害作業療法学Ⅰ 演習 3前 1 R O 1 c 3 24 RO1c324 

老年期障害作業療法学Ⅱ 演習 3後 1 R O 1 c 3 25 RO1c325 
高次脳機能障害作業療法学Ⅰ 演習 3前 1 R O 1 c 3 26 RO1c326 

高次脳機能障害作業療法学Ⅱ 演習 3後 1 R O 1 c 3 27 RO1c327 
日常生活支援学Ⅰ 演習 3前 1 R O 1 c 3 28 RO1c328 

日常生活支援学Ⅱ 演習 3後 1 R O 1 c 3 29 RO1c329 

作業技術学 演習 2後 1 R O 1 c 3 30 RO1c330 

義肢装具学 演習 3前 1 R O 1 c 3 31 RO1c331 

作業療法客観的臨床能力演習Ⅱ 演習 3後 1 R O 1 c 4 32 RO1c432 

小 計（卒業要件） 19 

業地
学療域 

法作 

地域作業療法学Ⅰ 講義 2前 2 R O 1 c 3 33 RO1c333 

地域作業療法学Ⅱ 演習 2後 1 R O 1 c 3 34 RO1c334 

生活環境整備論 演習 3後 1 R O 1 c 4 35 RO1c435 

小 計（卒業要件） 4 

臨
床
実
習 

作業療法見学実習 実習 1後 2 R O 1 c 3 36 RO1c336 

地域作業療法実習 実習 2後 1 R O 1 c 3 37 RO1c337 

作業療法評価実習 実習 3後 6 R O 1 c 4 38 RO1c438 

作業療法総合臨床実習Ⅰ 実習 4前 8 R O 1 c 4 39 RO1c439 

作業療法総合臨床実習Ⅱ 実習 4前 8 R O 1 c 4 40 RO1c440 

小 計（卒業要件） 25 

講義 
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公認パラスポーツ指導員（中級）資格取得について 

奈良学園大学は、日本パラスポーツ協会公認のパラスポーツ指導員資格に取得の認

定校です。対象は、保健医療学部リハビリテーション学科の学生です。卒業までに必

要な本学開講科目を取得することにより、卒業時申請すると中級パラスポーツ指導員

の資格が取得できます。 

取得に必要な科目（★印は、選択科目） 

1 年 2 年 

健康スポーツ（理論） 

健康スポーツ（実技）★ 

理学療法概論（理学療法学専攻学生） 

作業療法概論（作業療法学専攻学生） 

人間発達学 

精神医学 

パラスポーツ指導論 ★ 

ボランティア活動 

リハビリテーション概論

スポーツ医学 ★

臨床心理学

義肢装具学Ⅰ（理学療法学専攻学生）

3 年 

救命救急概論 

医療リスクマネジメント 

義肢装具学（作業療法学専攻学生） 

ほとんどが本学の卒業に必要な科目ですが、いくつか選択科目があります。 

選択科目（★）の取得（履修）を計画してください。 

＊資格取得にはパラスポーツに関連したボランティアなどの活動実績が80時間以上必

要です。 

「パラスポーツ指導論」の科目担当者から、大学内で参加可能な学内・外の活動を紹

介していきます。 

奈良県スポーツ協会、奈良県障害者スポーツ協会，日本ボッチャ協会、奈良県ボッチ

ャ協会が、活動を支援していただけます。 

また、学内でもボッチャサークルが運営している地域住民との交流会（ボッチャ・チ

ャレンジ）も対象となります。 

※ボランティア中に万が一、事故等発生した場合は、全学生が加入している総合補償

制度Willを利用できます。

その他、資格の詳細な説明や問い合わせ、質問は、 

理学療法学専攻 橋本雅至 hasimoto@naragakuen-u.jp もしくは教務課までお

願いします。 
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